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“題字は藤田紀夫議長”おおたわら市

暑中お見舞い申し上げます
　公職選挙法第199条の2において、公職の候補
者等が選挙区内の方々に対して、お中元、お祭り
等の寄付、新盆の供物等、従来から慣行として行
われているようなものも寄付に該当し禁止されて
おりますので、市民の皆様のご理解をお願いいた
します。

大田原市議会議員一同



おおたわら市 議会だより 平成 27年 8月1日 (2)

承　　認
(全会一致 )議案第４２号

承　　認
(全会一致 )議案第４３号

　

平
成
27
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会

（
６
月
定
例
会
）は
、
去
る
６
月
15
日

（
月
）か
ら
25
日（
木
）ま
で
の
11
日
間

を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
案
件
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
や
条
例
の
改
正

議
案
な
ど
24
件
、
議
会
か
ら
は
陳
情

４
件
及
び
議
員
案
２
件
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
し
て
は
、
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
議
案
や
平
成
27
年
度
大
田
原
市

一
般
会
計
補
正
予
算
議
案（
第
１
号
）

で
あ
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
議
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
第
１
号
被

保
険
者
介
護
保
険
料
の
う
ち
、
第
一

段
階
の
者
を
対
象
に
保
険
料
基
準
額

に
対
す
る
割
合
を
軽
減
す
る
た
め
、

関
係
部
分
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
補
正
予

算
議
案
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
害
を
受
け
、
解
体
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
本
庁
舎
の
復
興
再
整

備
に
向
け
た
基
本
設
計
策
定
関
連
経

費
を
計
上
す
る
ほ
か
、
平
成
26
年
度

に
続
き
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
の
臨
時
福
祉
給

付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
補
正
措
置

を
講
じ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
採
決

で
は
全
議
案
に
お
い
て
全
員
異
議
な

く
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
等
と
結
果
に
つ
い
て
は
下
記

か
ら
３
ペ
ー
ジ
に
か
け
て
の
一
覧
表

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
２
日
間
で

10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
新
市
庁
舎

建
設
に
関
す
る
質
問
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
質

問
に
関
す
る
記
事
、
質
問
事
項
一
覧

に
つ
い
て
は
４
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
改
定

市
議
会
定
例
会

市
議
会
定
例
会

平成27年

第2回

市長の専決処分事項の報告について
（損害賠償の額の決定及び和解について）

市長の専決処分事項の報告について
（損害賠償の額の決定及び和解について）

市長の専決処分事項の報告について
（損害賠償の額の決定及び和解について）

市長の専決処分事項の報告について
（損害賠償の額の決定及び和解について）

一般財団法人大田原市管理公社ほか４法人の経営状況について

平成２６年度大田原市繰越明許費繰越計算報告について（平成２７年度
に繰越した事業数：29、繰越額：18億 7,028 万 8,526 円）

平成２６年度大田原市水道事業会計予算繰越計算報告について（平成
２７年度に繰越した事業数：2、繰越額：1,432 万 800 円）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（平成２６年度大田原市
一般会計補正予算（第１１号））（財政調整基金への積立や地方債の補正）

市長の専決処分事項の承認を求めることについて（大田原市税条例等の
一部を改正する条例の制定について）

報告第４号

報告第５号

報告第３号

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

報告受理

平成27年第2回大田原市議会定例会 審議された議案等と結果

議案番号 議案件名 結 果

報告第６号

報告第７号

報告第８号

報告第９号



承　　認
(全会一致 )

承　　認
(全会一致 )
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議案番号 議案件名 結 果

議案第４４号

議案第４５号

議案第４６号

議案第４７号

議案第４８号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

陳情第５号

陳情第６号

陳情第７号

陳情第８号

議員案第２号

議員案第３号

市長の専決処分事項の承認を求めることについて
（大田原市都市計画税条例の一部を改正する条例の制定について）

大田原市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ
とについて（深澤眞砂子氏・新任）

大田原市特別職の職員等で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例の制定について（新たな職を新設すること等
による改正）

大田原市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について（国の基準改正
に伴う改正）

大田原市黒羽ふるさと物産センターの設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について（施設管理を指定管理者に行わせること
ができるようにする改正）

大田原市郷土資料館くらしの館の設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例の制定について（施設管理を指定管理者に行わせることが
できるようにする改正）

大田原市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について
（新たに四つの委員会等を設置することによる改正）

物品の取得について（消防ポンプ自動車２台を購入すもの）

「国の責任による３５人以下学級の前進」を求める陳情

特別支援学校の「設置基準」策定を国に求める陳情

「大学生への給付制奨学金創設」を求める陳情

大田原市議会基本条例の制定について

市長の専決処分事項の承認を求めることについて
（大田原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）

同　　意
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )
原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

不採択
(全会一致 )

原案可決
(全会一致 )

継続審査

継続審査

継続審査

大田原市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について（国の基準改正に伴う改正）

大田原市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援
等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例の制定について（国の基準改正に伴う改正）

大田原市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（新たに道路
の位置の指定申請等に係る手数料の設定すること及び長期優良住宅
認定申請に係る手数料を変更するもの）

大田原市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について（平成２７年
度から平成２９年度までの第１号被保険者介護保険料のうち、第１段階
の者を対象に保険料基準額に対する割合を軽減するもの）

平成２７年度大田原市一般会計補正予算（第１号）（補正金額：2億 6,430 万円）

平成２７年度大田原市介護保険特別会計補正予算（第１号）(補正金額：5,250万円の減 )

国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨学金の確立を求める陳情

地方自治法第９６条第２項の規定により議会の議決すべき事件を定める条例の制定について



菊池　久光 議員

質
問　

栃
木
百
名
山
の
１
つ
で
あ
る

花
瓶
山
の
環
境
保
全
を
行
い
、地
域
の
貴
重

な
財
産
・
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁（
産
業
振
興
部
長
）　
花
瓶
山
は
、

八
溝
山
系
の
茨
城
県
と
の
県
境
に
位
置

し
、山
頂
周
辺
の
茨
城
県
側
は
、茨
城

森
林
管
理
署
に
よ
り
花
瓶
山
冷
温
帯

性
植
物
群
落
保
護
林
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。花
瓶
山
に
向
う
に
は
、主

要
地
方
道
大
子
黒
羽
線
を
須
賀
川
方

面
に
進
み
、明
神
ト
ン
ネ
ル
先
よ
り
市

道
須
賀
川
１
号
線
に
入
り
、さ
ら
に
如

来
入
林
道
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、作
業
用
林
道
終
点
の
土
場
ま
で
の

約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、車
で
行
く
こ

と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。山
頂
か
ら

大
倉
尾
根
伝
い
に
は
、イ
ワ
ウ
チ
ワ
や

カ
タ
ク
リ
の
群
生
地
が
あ
り
、自
然
が

手
つ
か
ず
の
状
態
で
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
群
生
地
は
、大
変
貴
重
な
地
域

資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
環
境
保

全
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。塩
那
森
林
管
理
署
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、地
元
須
賀
川
地
区
の

方
た
ち
や「
黒
羽
山
の
会
」の
方
た
ち
と

と
も
に
、対
応
を
協
議
し
、十
分
な
環

境
保
全
の
体
制
を
整
え
、観
光
資
源
と

し
て
の
活
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

花
瓶
山
の
環
境
保
全
及
び

周
辺
整
備
に
つ
い
て

滝田　一郎 議員

要支援、要介護者の推移予測 イワウチワ

質
問
　
本
市
の
介
護
保
険
事
業
が

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁（
保
健
福
祉
部
長
）　
本
市
は
こ
れ

ま
で
県
内
の
中
で
も
充
実
し
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。そ
の
結
果
、65
歳
以
上
の
第

１
号
被
保
険
者
が
負
担
す
る
介
護
保

険
料
の
基
準
額
は
月
額
５
８
０
０
円
と

な
り
、県
内
で
一
番
高
い
保
険
料
に
な

っ
て
い
ま
す
。本
市
の
介
護
保
険
事
業

は
、高
齢
者
人
口
に
対
す
る
認
定
率

が
、平
成
26
年
度
は
19
・
７
％
で
県
内

１
位
で
す
。今
後
も
毎
年
１
０
０
人
以

上
増
え
、平
成
29
年
度
に
は
認
定
率
が

20
・
２
％
と
な
る
見
込
み
で
、65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
の
割
合
と

な
り
ま
す
。介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

費
用
も
、平
成
26
年
度
は
約
53
億
円
で

し
た
が
、平
成
29
年
度
は
65
億
円
を
超

え
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、市
内
の
施
設
・
居
住
系
サ
ー

ビ
ス
基
盤
の
整
備
状
況
は
、高
齢
者
人

口
に
対
す
る
施
設
の
定
員
は
、県
内

25
市
町
の
う
ち
２
番
目
で
あ
り
、施
設

の
受
け
入
れ
人
数
は
充
実
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、介
護
保

険
料
は
、事
業
計
画
を
定
め
る
サ
ー
ビ

ス
費
用
見
込
額
等
に
基
づ
き
、３
年
間

を
通
じ
て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
よ
う

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
改
正
及
び

本
市
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
な
か
め
や
ま

おおたわら市 議会だより 平成 27年 8月1日 (4)



前野　良三 議員

質
問
　
現
在
整
備
し
て
い
る
区
間
の

進
捗
状
況
と
完
成
時
期
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁（
市
長
）　
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・

２
号
大
田
原
野
崎
線
の
中
央
工
区（
県

道
大
田
原
高
林
線
か
ら
市
道
市
役
所
通

り
線
ま
で
の
区
間
）に
つ
い
て
は
、平
成

21
年
度
よ
り
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
の
事
業
の
認
可
を
受
け
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
４
年
間
に
お
い
て

は
、道
整
備
交
付
金
も
受
け
て
整
備
し

て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
末
時
点
で
用
地

取
得
は
完
了
し
て
お
り
、現
在
は
、平
成

26
年
度
の
繰
越
工
事
と
し
て
、道
整
備

交
付
金
事
業
の
道
路
改
良
工
事
１
件
及

び
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
の
電
線

共
同
溝
工
事
２
件
を
施
工
し
て
お
り
、

９
月
末
の
完
了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
工
事
と
し
て
予
定
し
て

い
る
箇
所
は
、中
央
多
目
的
公
園
か
ら

市
道
市
役
所
通
り
線
ま
で
の
区
間
の

道
路
改
良
工
事
で
す
。ま
た
、現
在
整

備
し
て
い
る
中
央
工
区
の
区
間
の
完

成
時
期
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
３・３・２
号

大
田
原
野
崎
線
に
つ
い
て大豆生田　春美 議員

ＡＬＴによる授業（須賀川小学校） 本年度の工事予定箇所（中央多目的公園付近））

質
問
　
生
徒
が
英
語
だ
け
で
交
流
を

す
る
宿
泊
型
研
修
を
開
催
し
て
み
て

は
と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
弁（
教
育
長
）　
本
市
で
は
現
在
、グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
ウ
エ
ス
ト

コ
ビ
ナ
市
と
交
流
事
業
を
行
い
、中
学

生
を
派
遣
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
行
う

こ
と
で
外
国
の
文
化
に
触
れ
る
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、学
校
生
活
に
お

い
て
も
、英
語
を
母
語
と
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

呼
ば
れ
る
外
国
語
指
導
助
手
を
８
名

採
用
し
、市
内
小
中
学
校
に
訪
問
さ
せ

て
い
ま
す
。Ａ
Ｌ
Ｔ
の
中
学
校
へ
の
訪
問

日
数
は
、小
規
模
校
で
年
間
60
日
前

後
、中
規
模
校
及
び
大
規
模
校
で
は

１
５
０
日
程
度
で
、週
に
２
回
程
度
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
参
加
す
る
授
業
を
受
け
て
お

り
、児
童
生
徒
の
異
文
化
に
対
す
る
理

解
も
進
み
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
素
地
も
身
に
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、７
月
中
に「
大
田
原
市
英
語
教

育
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、教
職
員

や
有
識
者
等
か
ら
聴
取
し
た
意
見
を

も
と
に
、今
後
の
英
語
教
育
の
長
期
的

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。そ
の

検
討
会
の
中
で
、生
徒
が
英
語
だ
け
で

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
、

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
の
英
語
力

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
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小池　利雄 議員

質
問　
「
発
達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る

児
童
生
徒
に
対
す
る
早
期
支
援
研
究

事
業
」の
概
要
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁（
教
育
長
）　
平
成
26
年
度
よ
り
、

学
習
困
難
に
よ
る
学
校
不
適
応
の
減

少
を
目
指
し
、文
部
科
学
省
よ
り
、「
発

達
障
害
の
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
に

対
す
る
早
期
支
援
研
究
事
業
」の
委
託

を
受
け
、学
習
障
害
等
の
学
習
に
困
難

を
抱
え
る
児
童
の
早
期
発
見
、児
童
の

実
態
に
応
じ
た
個
別
指
導
と
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 　

研
究
内
容
と
し
て
は
、通
常
学
級
に

お
け
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
１
次

支
援
、学
校
体
制
で
取
り
組
む
個
別
支

援
を
２
次
支
援
、通
級
指
導
教
室
等
を

利
用
し
た
支
援
を
３
次
支
援
と
捉
え
、

研
究
指
定
校
で
あ
る
小
学
校
２
校
を

中
心
に
市
内
全
校
に
広
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・・
年
齢
や

障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、最

初
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
製
品
や
建
造
物
、生
活

空
間
な
ど
を
設
計
す
る
こ
と

学
習
障
害
等
支
援
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

中川　雅之 議員

今年度小中一貫連携研究事業の
対象となった親園中学校 研究指定校である金丸小学校

質
問
　
小
中
一
貫
教
育
導
入
に
あ
た

り
、本
市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
今

後
の
具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁（
教
育
長
）　
平
成
20
年
度
よ
り

「
小
中
一
貫
連
携
研
究
事
業
」を
開
始

し
、毎
年
度
１
中
学
校
区
を
指
定
し
、研

究
を
進
め
、中
学
校
区
ご
と
の
家
庭
学

習
の
在
り
方
や
教
職
員
の
交
流
、地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
た
取
組
な
ど
を
推
進

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
小
中
連
携
の

取
組
で
、大
き
く
３
つ
の
成
果
が
確
認

で
き
ま
し
た
。１
つ
目
は
、小
学
校
・

中
学
校
の
教
職
員
の
相
互
理
解
が
深
ま

っ
た
こ
と
。２
つ
目
は
、教
職
員
が
児
童

生
徒
を
多
面
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。３
つ
目
は
、小
学

校
６
年
生
が
抱
い
て
い
る
中
学
校
入
学

に
対
す
る
不
安
感
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と

で
す
。

　

本
市
で
は
、小
中
一
貫
教
育
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た
め
、今
年
度
よ
り
市

小
中
一
貫
教
育
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。今
年
度
は
先
進
地
視
察
を

含
む
６
回
の
検
討
委
員
会
を
実
施
し
、

小
中
一
貫
教
育
推
進
の
方
向
性
を
定

め
、平
成
28
年
度
に
は
、具
体
的
な
計
画

を
策
定
す
る
作
業
部
会
を
設
置
し
、

平
成
29
年
度
に
は
、モ
デ
ル
中
学
校
区

を
指
定
す
る
予
定
で
す
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
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髙野　礼子 議員

質
問
　
耕
作
放
棄
地
の
現
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁（
市
長
）　
我
が
国
で
は
、農
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
、解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
末

時
点
で
17
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作
放
棄

地
が
存
在
し
、中
で
も
那
珂
川
の
東
部

地
域
で
こ
の
傾
向
が
著
し
く
、特
に
両

郷
・
須
賀
川
地
区
で
は
市
内
に
有
す
る

耕
作
放
棄
地
の
約
半
分
の
面
積
を
占
め

る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
市
で
は
、

農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
毎
年
定
期
的
に
実
施
し
、耕
作
放

棄
地
の
所
有
者
に
対
す
る
指
導
や
必

要
に
応
じ
て
勧
告
等
を
行
う
と
と
も

に
、農
業
公
社
と
連
携
し
て
、農
地
を

集
積
で
き
そ
う
な
新
た
な
耕
作
者
を

紹
介
す
る
な
ど
、耕
作
放
棄
地
の
減
少

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま

す
。特
に
、中
山
間
地
域
に
お
い
て
は
、

国
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

の
積
極
的
な
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、農
業
生
産
条
件
の
不
利
な
中
山
間

地
域
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
の
発
生

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

農
業
行
政
に
つ
い
て

鈴木　　央 議員

大田原火葬場 管理が行き届いていない田んぼ

質
問
　
大
田
原
市
火
葬
場
の
建
て

替
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁（
市
民
生
活
部
長
）　
那
須
地
区

広
域
行
政
事
務
組
合
の
生
活
環
境
部

会
が
、「
那
須
圏
域
の
火
葬
場
事
業
広

域
化
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」を

ま
と
め
、そ
の
中
で
火
葬
場
の
建
設
に

つ
い
て
は
、現
行
施
設
の
将
来
需
要
へ
の

対
応
能
力
及
び
各
施
設
の
課
題
に
つ
い

て
研
究
し
た
結
果
、将
来
の
火
葬
件
数

の
増
加
へ
の
対
応
は
可
能
で
す
が
、住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、今
後
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、今
後

那
須
圏
域
の
火
葬
場
の
施
設
の
老
朽
化

診
断
を
行
い
、新
火
葬
場
建
設
の
時
期

を
厳
密
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
、火

葬
場
の
数
や
建
設
候
補
地
の
条
件
等
、

那
須
地
区
の
火
葬
場
事
業
の
将
来
像
に

つ
い
て
検
討
し
、構
成
市
町
の
新
火
葬

場
建
設
事
業
へ
の
参
画
の
意
思
を
確
認

し
た
上
で
、広
域
化
に
つ
い
て
の
合
意
が

あ
れ
ば
、那
須
地
区
広
域
行
政
事
務
組

合
を
事
業
実
施
主
体
と
す
る
た
め
の

諸
手
続
き
に
入
る
と
し
て
い
ま
す
。以

上
の
結
果
を
受
け
、本
市
で
は
、今
年
度

中
に
老
朽
化
診
断
の
た
め
の
耐
震
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

大
田
原
市
火
葬
場
に
つ
い
て
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小野寺　尚武 議員

質
問　

新
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、完
成

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
財
源
計
画
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁（
総
合
政
策
部
長
）　
現
在
、「
大

田
原
市
庁
舎
復
興
再
整
備
基
本
構
想
」

の
内
容
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、職

員
で
組
織
す
る「
大
田
原
市
庁
舎
復
興

再
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」に
お

い
て
、基
本
計
画
案
を
検
討
し
て
い
ま

す
。基
本
計
画
の
策
定
後
は
、基
本
設

計
の
発
注
を
行
い
、本
年
度
中
に
完
了

す
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。基
本
設

計
策
定
後
は
、実
施
設
計
と
工
事
と
を

あ
わ
せ
て
発
注
す
る
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
の

手
法
を
含
め
て
検
討
し
、平
成
31
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

財
源
計
画
に
つ
い
て
は
、公
共
施
設

等
整
備
基
金
及
び
合
併
特
例
債
を
活

用
し
、加
え
て
国
の
震
災
復
興
支
援
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、平
成
27
年
度

末
で
一
旦
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
、そ

の
後
、新
た
な
財
政
支
援
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、国
の

財
政
支
援
措
置
を
最
大
限
に
活
用
し
、

庁
舎
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て星　　雅人 議員

栃木県から送られてくるメールマガジン 旧本庁舎の解体の様子

質
問
　
安
全
安
心
メ
ー
ル
以
外
に
も

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
使
っ
た
情
報
発
信

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
弁（
総
合
政
策
部
長
）　
情
報
発
信

に
つ
い
て
は
、「
大
田
原
市
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ

総
合
推
進
計
画
」に
あ
る
31
の
取
組
み

の
一
つ
と
し
て
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、平
成
26
年
度
初
め
に
計
画
の
実
施

時
期
を
見
直
し
、各
々
の
取
組
み
の
優

先
付
け
を
行
い
、そ
の
結
果
を
反
映
し

た
実
行
計
画
を
大
田
原
市
電
子
市
役

所
推
進
本
部
会
議
に
お
い
て
決
定
し
、

現
在
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
順
次
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
の
実
行
計
画
で

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を

行
い
、そ
の
次
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
の

情
報
発
信
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
昨
年
７
月
か
ら
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、今
年
４
月
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
開
始
し
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
つ
い
て
は
、平
成

28
年
度
に
開
始
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、早
急
に
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
・
登
録
さ
れ
た
利
用
者

同
士
が
交
流
で
き
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

会
員
制
サ
ー
ビ
ス

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る

市
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
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大田原市議会基本条例策定大田原市議会基本条例策定
　６月定例会の最終日に議員より「大田原市議会基本条例」（案）が議長に提出され、

本会議において議員案第２号として上程し、可決いたしました。この大田原市議会基本条例

は、その名のとおり大田原市議会の運営や議員活動の基本を定めたものであり、議会基本

条例策定等検討委員会において約１年半、計２０回にわたり協議を重ねてまいりました。

ここにその全文を掲載いたします。

　目次

　　前文

　　第１章　総則（第１条）

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則（第２条・第３条）

　　第３章　自由討議（第４条・第５条）

　　第４章　市民と議会の関係（第６条 ― 第１１条）

　　第５章　議会と執行機関の関係（第１２条 ― 第１６条）

　　第６章　委員会の活動（第１７条）

　　第７章　会派（第１８条）

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備（第１９条 ― 第２３条）

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇（第２４条 ― 第２６条）

　　第10章　最高規範性と見直し手続（第２７条 ― 第３１条）

　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

大田原市議会基本条例
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　目次

　　前文

　　第１章　総則（第１条）

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則（第２条・第３条）

　　第３章　自由討議（第４条・第５条）

　　第４章　市民と議会の関係（第６条 ― 第１１条）

　　第５章　議会と執行機関の関係（第１２条 ― 第１６条）

　　第６章　委員会の活動（第１７条）

　　第７章　会派（第１８条）

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備（第１９条 ― 第２３条）

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇（第２４条 ― 第２６条）

　　第10章　最高規範性と見直し手続（第２７条 ― 第３１条）

　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

するとともに、政策立案及び政策提言の機能を十分に発揮することに努め、市の重要な意

思決定を行います。

　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保することにより、市民に開かれた議会と一層

の議会改革を推進し、議会活性化及び市民参加を推進する議会の実現を目指します。よっ

て、ここに議会及び議員の活動原則を定め、市民及び市長その他の執行機関（以下「市長

等」という。）との関係を明らかにし、真の市民自治社会の実現を目指すことを決意し、

議会における最高規範として、大田原市議会基本条例を制定します。

　　第１章　総則

　　（目的）

第１条　この条例は、地方分権時代における「団体自治」と「住民自治」の二つの要素か

　らなる「地方自治の本旨」について追及し、議会及び議員の活動並びに議会運営の基本

　的事項を定めることにより、議会の活性化を図り、市民の負託に的確に応え、真に開か

　れた議会運営を実現し、もって市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とす

　る。

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

　　（議会の運営原則）

第２条　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保するとともに、真に開かれた議会を目

　指し、常に議会改革に前向きに取り組むものとする。

２　議会が市民を代表する合議制の議事機関であることを議員は常に自覚し、市民の多様

　な意見を把握するとともに、提出された議案、請願又は陳情の審議及び審査を行うほか、

　独自の政策立案及び政策提言に取り組むものとし、行政運営に反映させる議会運営に努

　めるものとする。

３　議会は、市長等に対し、市政の適切な行政運営が行われているか監視し、及び評価す

　るものとする。

４　議会は、市民に分かりやすい言葉を用いた積極的な情報の公開に取り組み、市政の現

　況について市民への説明に努めるとともに、市民が議会活動に参加する機会の拡充に努

　めるものとする。

５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　開時刻を傍聴者に説明するとともに、議案の審議に用いる資料等を提供するほか、市民

　の傍聴意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　（議員の活動原則）

第３条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制機関であることを認識し、次の各

　号に定める事項を基本に活動を行うものとする。

　⑴　議員間の自由な討議を行うこと。

　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、市民全体の代表

　　者として責任ある活動を行うこと。

　⑶　議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動を行うこと。

　⑷　議会活動について、市民に対し積極的に情報を発信し、説明に努めること。

　⑸　自己の能力を高める不断の研鑚に励み、日常の調査及び研究活動を通じて自らの資

　　質の向上に努めること。

　　第３章　自由討議

　　（議会の自由討議）

第４条　議会は、議員による討論の場であることを十分に認識し、市長等に対する本会議

　等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議を中心に運営しなければなら

　ない。

２　議員は、議案等の審査においては、議員相互の自由な討議により議論を尽くして合意

　形成を図るよう努めなければならない。

３　議員は、積極的に政策討論を行うことにより、議員相互の合意形成を図り、政策立案

　及び政策提言に資するよう努めなければならない。

４　議員は、議員相互間の自由討議を拡大し、条例制定及び意見書その他の議案等の提出

　を積極的に行うよう努めなければならない。

５　議員は、議案等を審議し結論を採決する場合は、議員相互間の自由討議により議論を

　尽くして合意形成に努めた結果について、市民に対し、十分に説明責任を果たさなけれ

　ばならない。

　　（全員協議会）

第５条　市政に関する重要な政策及び課題に対して、議会内での共通認識の醸成を図り、

　議員相互間の議論の場として全員協議会を活用する。

　　第４章　市民と議会の関係

　　（議会の情報公開と説明責任）

第６条　議会は、市民に対し積極的にその有する情報を公表、発信し、説明責任を十分果

　たさなければならない。

２　議会は、本会議のほか、全ての会議を原則公開とする。

　　（市民との連携）

第７条　議会は、市民との意見交換の場を必要に応じ設け、政策提案の拡大を図らなけれ

　ばならない。

　　（請願及び陳情）

第８条　議会は、請願及び陳情の提出は、市民が抱える懸案事項であると捉え、請願及び

　陳情の審査に当たっては、提出者の申出により説明及び意見を聴く機会を設け、市民が

　議会活動に参加する機会を確保しなければならない。

　　（議会広報の充実）

第９条　議会は、市民が市政に関心を持つよう各議員の採決に対する態度を公表し、議員

　の活動に対する市民の評価が的確になされるよう議会広報活動に努めなければならない。

２　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用し、議会広報活動に努めな

　ければならない。

　　（議会報告会）

第１０条　議会は、市政の諸課題に対処するため、市政全般にわたって、市民と議員が自

　由に情報及び意見を交換する議会報告会を行うものとする。

２　議会と市民との関係を深め、市民の議会への理解を深めるため、議会報告会は、全議

　員が出席することとし、議会の説明責任を果たすよう努めるものとする。

３　議会報告会で聴取した市民の意見に基づき、議会運営の改善を図るものとする。

４　この条例に定めるもののほか、議会報告会に関することは、議長が別に定める。

　　（広聴制度）

第１１条　議会は、市民の意見を広く聴取し議会活動に反映させるため、広聴制度を設け

　るものとする。

２　議会は、市民の意見及び知見を議会の審議等に反映させるため、参考人制度及び公聴

　会制度の活用に努めるものとする。

　　第５章　議会と執行機関の関係

　　（議員と執行機関の関係）

第１２条　議会は、二元代表制の下、市長等との立場及び権能の違いを踏まえ、市長等と

　常に緊張ある関係を構築し、市政の発展に取り組まなければならない。

２　本会議における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にする

　ため、一問一答の方式で行うものとする。

３　議長から本会議並びに常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への出席を要請さ

　れた市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問等に対して反問することがで

　きる。

４　議員は、本会議の閉会中においては議長の判断により市長等に対し文書による質問を

　行うことができる。この場合において、市長等は、文書により回答しなければならない。

　　（議会審議における論点の形成）

第１３条　議会は、市長等が提出する議案等について、議会審議における論点を形成し、　

　その政策水準を高めるため、市長等に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう

　求めるものとする。

　⑴　政策等の発生源

　⑵　提案に至るまでの経緯

　⑶　市民参加の実施の有無とその内容

　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討

　⑸　総合計画における根拠又は位置づけ

　⑹　関係ある法令及び条例等

　⑺　政策等の実施に関わる財源措置

　⑻　将来にわたるコスト計算

　⑼　政策による成果・効果（決算審議）

　　（予算・決算における政策説明資料の作成）

第１４条　市長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付するに当たっては、

　前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の説明資料を作成するよう努め、

　議会に提出するものとする。

　　（議員による事業評価）

第１５条　議会は、市長等が提出する議案等のうち重要な政策について、第１３条各号に

　掲げる事項に基づき、当該政策の執行に係る事業評価の審議に努め、市長等に事業評価

　の結果を通知するものとする。

　　（議決事件の拡大）

第１６条　議会は、市長等とともに責任を担いながら、計画的かつ公正性・透明性の高い

　市政運営に努めるものとし、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

　う。）第９６条第１項に規定する議決事件のほか、市政に関わる特に重要な事項につい

　ては、別に条例を定めることにより、同条第２項の規定に基づく議決事件とすることが

　できる。

　　第６章　委員会の活動

　　（委員会の活動）

第１７条　常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）は、

　社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するため、委員会

　の調査研究活動を充実強化するとともに、政策提言及び政策立案を行うものとする。

２　委員会は、資料等を積極的に公開し、議案等の審査及びその所管に属する事務に関す

　る調査の充実を図り、市民に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

３　委員会は、市長等が提出した議案又は市の一般事務について、市民から発言をする機

　会の要請があったときは、発言の機会を与えることができる。

　　第７章　会派

　　（会派）

第１８条　議会は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。

２　会派は、政策主体の主義主張を基本とした同一の理念を共有する議員集団として活動

　するものとする。

３　会派は、政策立案、政策提言及び政策決定等に関し、必要に応じて他の会派と調整し、

　又は合意形成に努めるものとする。

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備

　　（議会の体制整備）

第１９条　議会は、各委員会や全員協議会の有機的な連携により機動力を高めるとともに、

　一層柔軟に市政の課題を解決するものとする。

　　（議会事務局の体制整備）

第２０条　議長は、議員の政策形成及び政策立案を補助するため、議会事務局の調査及び

　法務機能の充実強化を図るとともに、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、当該事務

　局の機能及び組織体制の充実強化に努めるものとする。

　　（議会図書室の利用）

第２１条　議会は、議会図書室の充実を図り、市民の利活用に対応できる整備を行うもの

　とする。

２　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、運営す

　るとともに、その図書及び資料の充実に努めるものとする。

　　（議員研修の充実強化）

第２２条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修の充実強

　化に努めるものとする。

２　議会は、広く各分野の専門家を招き、専門的見地からの意見や助言を求め、議員一人

　ひとりが資質の向上に努めるものとする。

　　（ＩＣＴの積極的活用）

第２３条　議会は、ＩＣＴ（高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成１２年法律

　第１４４号）第１条に規定する情報通信技術をいう。以下この条において同じ。）を積

　極的に活用するものとする。

２　議会は、大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、ＩＣＴを活用した会議や情報発

　信を行うものとする。

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇

　　（議員の政治倫理）

第２４条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、自己の

　地位に基づく影響力を不正に行使して市民の疑惑を招く行動をしてはならない。

２　議員は、市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを自覚する

　とともに、市民の代表として良心と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養うよ

　う努めるものとする。

　　（議員定数）

第２５条　議員定数の基準は、人口、面積、財政力及び市の事業等を考慮して定めるもの

　とする。

２　議員定数の改正については、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課題、将来

　の予測と展望及び市民の意見を配慮して行うものとする。この場合において、識見を有

　する者等の意見を参考にするとともに、議員活動の評価等に関して市民の意見を聴取す

　るため、公聴会制度及び参考人制度を活用するものとする。

３　議員定数に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、議員定数の基準等の明確な改正理由を付して、

　法第１０９条第７項又は法第１１２条第１項の規定に基づき文書を持って、委員会又は

　議員が提出するものとする。

　　（議員報酬）

第２６条　議員報酬の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課

　題、将来の予測と展望及び市民の意見を参考にするものとする。この場合において、議

　員活動の評価等に関して市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制度を活用

　するものとする。

２　議員報酬に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して法第１０９条第７項

　又は法第１１２条第１項の規定に基づき委員会又は議員が提出するものとする。

　　第１０章　最高規範性と見直し手続

　　（最高規範性）

第２７条　この条例は、市における議会運営の最高規範であり、この条例に違反する条例、

　議会の規則又は規程等は、これを制定してはならない。

２　議会は、議会に関する日本国憲法、法律及び他の法令等を順守し及び運用する場合に

　おいては、この条例に照らして判断しなければならない。

３　議会は、この条例を市民自治の趣旨にのっとり運用しなければならない。

　　（議会及び議員の責務）

第２８条　議員は、この条例に定める理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される条

　例、規則及び規程等を順守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関とし

　て、市民に対する責任を果たさなければならない。

　　（検証）

第２９条　議会は、常に市民の意見及び社会情勢の変化等を勘案し、この条例の目的が達

　成されているかについて、検証するものとする。

　　（見直し手続）

第３０条　議会は、前条の規定による検証結果に基づき、この条例の改正を含む適切な措

　置を講じるものとする。

２　議会は、この条例を改正する場合は、全議員の賛同する改正案であっても、市民に改

　正理由及び背景を詳しく説明したのち、本会議に提案しなければならない。

　　（委任）

第３１条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議会規則

　等で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成２７年　７月　１日から施行する。

おおたわら市 議会だより 平成 27年 8月1日 (10)
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　　第３章　自由討議（第４条・第５条）

　　第４章　市民と議会の関係（第６条 ― 第１１条）

　　第５章　議会と執行機関の関係（第１２条 ― 第１６条）

　　第６章　委員会の活動（第１７条）

　　第７章　会派（第１８条）

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備（第１９条 ― 第２３条）
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　　第10章　最高規範性と見直し手続（第２７条 ― 第３１条）

　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

するとともに、政策立案及び政策提言の機能を十分に発揮することに努め、市の重要な意

思決定を行います。

　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保することにより、市民に開かれた議会と一層

の議会改革を推進し、議会活性化及び市民参加を推進する議会の実現を目指します。よっ

て、ここに議会及び議員の活動原則を定め、市民及び市長その他の執行機関（以下「市長

等」という。）との関係を明らかにし、真の市民自治社会の実現を目指すことを決意し、

議会における最高規範として、大田原市議会基本条例を制定します。

　　第１章　総則

　　（目的）

第１条　この条例は、地方分権時代における「団体自治」と「住民自治」の二つの要素か

　らなる「地方自治の本旨」について追及し、議会及び議員の活動並びに議会運営の基本

　的事項を定めることにより、議会の活性化を図り、市民の負託に的確に応え、真に開か

　れた議会運営を実現し、もって市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とす

　る。

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

　　（議会の運営原則）

第２条　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保するとともに、真に開かれた議会を目

　指し、常に議会改革に前向きに取り組むものとする。

２　議会が市民を代表する合議制の議事機関であることを議員は常に自覚し、市民の多様

　な意見を把握するとともに、提出された議案、請願又は陳情の審議及び審査を行うほか、

　独自の政策立案及び政策提言に取り組むものとし、行政運営に反映させる議会運営に努

　めるものとする。

３　議会は、市長等に対し、市政の適切な行政運営が行われているか監視し、及び評価す

　るものとする。

４　議会は、市民に分かりやすい言葉を用いた積極的な情報の公開に取り組み、市政の現

　況について市民への説明に努めるとともに、市民が議会活動に参加する機会の拡充に努

　めるものとする。

５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　開時刻を傍聴者に説明するとともに、議案の審議に用いる資料等を提供するほか、市民

　の傍聴意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　（議員の活動原則）

第３条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制機関であることを認識し、次の各

　号に定める事項を基本に活動を行うものとする。

　⑴　議員間の自由な討議を行うこと。

　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、市民全体の代表

　　者として責任ある活動を行うこと。

　⑶　議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動を行うこと。

　⑷　議会活動について、市民に対し積極的に情報を発信し、説明に努めること。

　⑸　自己の能力を高める不断の研鑚に励み、日常の調査及び研究活動を通じて自らの資

　　質の向上に努めること。

　　第３章　自由討議

　　（議会の自由討議）

第４条　議会は、議員による討論の場であることを十分に認識し、市長等に対する本会議

　等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議を中心に運営しなければなら

　ない。

２　議員は、議案等の審査においては、議員相互の自由な討議により議論を尽くして合意

　形成を図るよう努めなければならない。

３　議員は、積極的に政策討論を行うことにより、議員相互の合意形成を図り、政策立案

　及び政策提言に資するよう努めなければならない。

４　議員は、議員相互間の自由討議を拡大し、条例制定及び意見書その他の議案等の提出

　を積極的に行うよう努めなければならない。

５　議員は、議案等を審議し結論を採決する場合は、議員相互間の自由討議により議論を

　尽くして合意形成に努めた結果について、市民に対し、十分に説明責任を果たさなけれ

　ばならない。

　　（全員協議会）

第５条　市政に関する重要な政策及び課題に対して、議会内での共通認識の醸成を図り、

　議員相互間の議論の場として全員協議会を活用する。

　　第４章　市民と議会の関係

　　（議会の情報公開と説明責任）

第６条　議会は、市民に対し積極的にその有する情報を公表、発信し、説明責任を十分果

　たさなければならない。

２　議会は、本会議のほか、全ての会議を原則公開とする。

　　（市民との連携）

第７条　議会は、市民との意見交換の場を必要に応じ設け、政策提案の拡大を図らなけれ

　ばならない。

　　（請願及び陳情）

第８条　議会は、請願及び陳情の提出は、市民が抱える懸案事項であると捉え、請願及び

　陳情の審査に当たっては、提出者の申出により説明及び意見を聴く機会を設け、市民が

　議会活動に参加する機会を確保しなければならない。

　　（議会広報の充実）

第９条　議会は、市民が市政に関心を持つよう各議員の採決に対する態度を公表し、議員

　の活動に対する市民の評価が的確になされるよう議会広報活動に努めなければならない。

２　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用し、議会広報活動に努めな

　ければならない。

　　（議会報告会）

第１０条　議会は、市政の諸課題に対処するため、市政全般にわたって、市民と議員が自

　由に情報及び意見を交換する議会報告会を行うものとする。

２　議会と市民との関係を深め、市民の議会への理解を深めるため、議会報告会は、全議

　員が出席することとし、議会の説明責任を果たすよう努めるものとする。

３　議会報告会で聴取した市民の意見に基づき、議会運営の改善を図るものとする。

４　この条例に定めるもののほか、議会報告会に関することは、議長が別に定める。

　　（広聴制度）

第１１条　議会は、市民の意見を広く聴取し議会活動に反映させるため、広聴制度を設け

　るものとする。

２　議会は、市民の意見及び知見を議会の審議等に反映させるため、参考人制度及び公聴

　会制度の活用に努めるものとする。

　　第５章　議会と執行機関の関係

　　（議員と執行機関の関係）

第１２条　議会は、二元代表制の下、市長等との立場及び権能の違いを踏まえ、市長等と

　常に緊張ある関係を構築し、市政の発展に取り組まなければならない。

２　本会議における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にする

　ため、一問一答の方式で行うものとする。

３　議長から本会議並びに常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への出席を要請さ

　れた市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問等に対して反問することがで

　きる。

４　議員は、本会議の閉会中においては議長の判断により市長等に対し文書による質問を

　行うことができる。この場合において、市長等は、文書により回答しなければならない。

　　（議会審議における論点の形成）

第１３条　議会は、市長等が提出する議案等について、議会審議における論点を形成し、　

　その政策水準を高めるため、市長等に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう

　求めるものとする。

　⑴　政策等の発生源

　⑵　提案に至るまでの経緯

　⑶　市民参加の実施の有無とその内容

　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討

　⑸　総合計画における根拠又は位置づけ

　⑹　関係ある法令及び条例等

　⑺　政策等の実施に関わる財源措置

　⑻　将来にわたるコスト計算

　⑼　政策による成果・効果（決算審議）

　　（予算・決算における政策説明資料の作成）

第１４条　市長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付するに当たっては、

　前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の説明資料を作成するよう努め、

　議会に提出するものとする。

　　（議員による事業評価）

第１５条　議会は、市長等が提出する議案等のうち重要な政策について、第１３条各号に

　掲げる事項に基づき、当該政策の執行に係る事業評価の審議に努め、市長等に事業評価

　の結果を通知するものとする。

　　（議決事件の拡大）

第１６条　議会は、市長等とともに責任を担いながら、計画的かつ公正性・透明性の高い

　市政運営に努めるものとし、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

　う。）第９６条第１項に規定する議決事件のほか、市政に関わる特に重要な事項につい

　ては、別に条例を定めることにより、同条第２項の規定に基づく議決事件とすることが

　できる。

　　第６章　委員会の活動

　　（委員会の活動）

第１７条　常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）は、

　社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するため、委員会

　の調査研究活動を充実強化するとともに、政策提言及び政策立案を行うものとする。

２　委員会は、資料等を積極的に公開し、議案等の審査及びその所管に属する事務に関す

　る調査の充実を図り、市民に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

３　委員会は、市長等が提出した議案又は市の一般事務について、市民から発言をする機

　会の要請があったときは、発言の機会を与えることができる。

　　第７章　会派

　　（会派）

第１８条　議会は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。

２　会派は、政策主体の主義主張を基本とした同一の理念を共有する議員集団として活動

　するものとする。

３　会派は、政策立案、政策提言及び政策決定等に関し、必要に応じて他の会派と調整し、

　又は合意形成に努めるものとする。

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備

　　（議会の体制整備）

第１９条　議会は、各委員会や全員協議会の有機的な連携により機動力を高めるとともに、

　一層柔軟に市政の課題を解決するものとする。

　　（議会事務局の体制整備）

第２０条　議長は、議員の政策形成及び政策立案を補助するため、議会事務局の調査及び

　法務機能の充実強化を図るとともに、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、当該事務

　局の機能及び組織体制の充実強化に努めるものとする。

　　（議会図書室の利用）

第２１条　議会は、議会図書室の充実を図り、市民の利活用に対応できる整備を行うもの

　とする。

２　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、運営す

　るとともに、その図書及び資料の充実に努めるものとする。

　　（議員研修の充実強化）

第２２条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修の充実強

　化に努めるものとする。

２　議会は、広く各分野の専門家を招き、専門的見地からの意見や助言を求め、議員一人

　ひとりが資質の向上に努めるものとする。

　　（ＩＣＴの積極的活用）

第２３条　議会は、ＩＣＴ（高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成１２年法律

　第１４４号）第１条に規定する情報通信技術をいう。以下この条において同じ。）を積

　極的に活用するものとする。

２　議会は、大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、ＩＣＴを活用した会議や情報発

　信を行うものとする。

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇

　　（議員の政治倫理）

第２４条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、自己の

　地位に基づく影響力を不正に行使して市民の疑惑を招く行動をしてはならない。

２　議員は、市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを自覚する

　とともに、市民の代表として良心と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養うよ

　う努めるものとする。

　　（議員定数）

第２５条　議員定数の基準は、人口、面積、財政力及び市の事業等を考慮して定めるもの

　とする。

２　議員定数の改正については、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課題、将来

　の予測と展望及び市民の意見を配慮して行うものとする。この場合において、識見を有

　する者等の意見を参考にするとともに、議員活動の評価等に関して市民の意見を聴取す

　るため、公聴会制度及び参考人制度を活用するものとする。

３　議員定数に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、議員定数の基準等の明確な改正理由を付して、

　法第１０９条第７項又は法第１１２条第１項の規定に基づき文書を持って、委員会又は

　議員が提出するものとする。

　　（議員報酬）

第２６条　議員報酬の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課

　題、将来の予測と展望及び市民の意見を参考にするものとする。この場合において、議

　員活動の評価等に関して市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制度を活用

　するものとする。

２　議員報酬に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して法第１０９条第７項

　又は法第１１２条第１項の規定に基づき委員会又は議員が提出するものとする。

　　第１０章　最高規範性と見直し手続

　　（最高規範性）

第２７条　この条例は、市における議会運営の最高規範であり、この条例に違反する条例、

　議会の規則又は規程等は、これを制定してはならない。

２　議会は、議会に関する日本国憲法、法律及び他の法令等を順守し及び運用する場合に

　おいては、この条例に照らして判断しなければならない。

３　議会は、この条例を市民自治の趣旨にのっとり運用しなければならない。

　　（議会及び議員の責務）

第２８条　議員は、この条例に定める理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される条

　例、規則及び規程等を順守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関とし

　て、市民に対する責任を果たさなければならない。

　　（検証）

第２９条　議会は、常に市民の意見及び社会情勢の変化等を勘案し、この条例の目的が達

　成されているかについて、検証するものとする。

　　（見直し手続）

第３０条　議会は、前条の規定による検証結果に基づき、この条例の改正を含む適切な措

　置を講じるものとする。

２　議会は、この条例を改正する場合は、全議員の賛同する改正案であっても、市民に改

　正理由及び背景を詳しく説明したのち、本会議に提案しなければならない。

　　（委任）

第３１条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議会規則

　等で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成２７年　７月　１日から施行する。

おおたわら市 議会だより(11) 平成 27年 8月1日
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　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

するとともに、政策立案及び政策提言の機能を十分に発揮することに努め、市の重要な意

思決定を行います。

　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保することにより、市民に開かれた議会と一層

の議会改革を推進し、議会活性化及び市民参加を推進する議会の実現を目指します。よっ

て、ここに議会及び議員の活動原則を定め、市民及び市長その他の執行機関（以下「市長

等」という。）との関係を明らかにし、真の市民自治社会の実現を目指すことを決意し、

議会における最高規範として、大田原市議会基本条例を制定します。

　　第１章　総則

　　（目的）

第１条　この条例は、地方分権時代における「団体自治」と「住民自治」の二つの要素か

　らなる「地方自治の本旨」について追及し、議会及び議員の活動並びに議会運営の基本

　的事項を定めることにより、議会の活性化を図り、市民の負託に的確に応え、真に開か

　れた議会運営を実現し、もって市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とす

　る。

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

　　（議会の運営原則）

第２条　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保するとともに、真に開かれた議会を目

　指し、常に議会改革に前向きに取り組むものとする。

２　議会が市民を代表する合議制の議事機関であることを議員は常に自覚し、市民の多様

　な意見を把握するとともに、提出された議案、請願又は陳情の審議及び審査を行うほか、

　独自の政策立案及び政策提言に取り組むものとし、行政運営に反映させる議会運営に努

　めるものとする。

３　議会は、市長等に対し、市政の適切な行政運営が行われているか監視し、及び評価す

　るものとする。

４　議会は、市民に分かりやすい言葉を用いた積極的な情報の公開に取り組み、市政の現

　況について市民への説明に努めるとともに、市民が議会活動に参加する機会の拡充に努

　めるものとする。

５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　開時刻を傍聴者に説明するとともに、議案の審議に用いる資料等を提供するほか、市民

　の傍聴意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　（議員の活動原則）

第３条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制機関であることを認識し、次の各

　号に定める事項を基本に活動を行うものとする。

　⑴　議員間の自由な討議を行うこと。

　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、市民全体の代表

　　者として責任ある活動を行うこと。

　⑶　議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動を行うこと。

　⑷　議会活動について、市民に対し積極的に情報を発信し、説明に努めること。

　⑸　自己の能力を高める不断の研鑚に励み、日常の調査及び研究活動を通じて自らの資

　　質の向上に努めること。

　　第３章　自由討議

　　（議会の自由討議）

第４条　議会は、議員による討論の場であることを十分に認識し、市長等に対する本会議

　等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議を中心に運営しなければなら

　ない。

２　議員は、議案等の審査においては、議員相互の自由な討議により議論を尽くして合意

　形成を図るよう努めなければならない。

３　議員は、積極的に政策討論を行うことにより、議員相互の合意形成を図り、政策立案

　及び政策提言に資するよう努めなければならない。

４　議員は、議員相互間の自由討議を拡大し、条例制定及び意見書その他の議案等の提出

　を積極的に行うよう努めなければならない。

５　議員は、議案等を審議し結論を採決する場合は、議員相互間の自由討議により議論を

　尽くして合意形成に努めた結果について、市民に対し、十分に説明責任を果たさなけれ

　ばならない。

　　（全員協議会）

第５条　市政に関する重要な政策及び課題に対して、議会内での共通認識の醸成を図り、

　議員相互間の議論の場として全員協議会を活用する。

　　第４章　市民と議会の関係

　　（議会の情報公開と説明責任）

第６条　議会は、市民に対し積極的にその有する情報を公表、発信し、説明責任を十分果

　たさなければならない。

２　議会は、本会議のほか、全ての会議を原則公開とする。

　　（市民との連携）

第７条　議会は、市民との意見交換の場を必要に応じ設け、政策提案の拡大を図らなけれ

　ばならない。

　　（請願及び陳情）

第８条　議会は、請願及び陳情の提出は、市民が抱える懸案事項であると捉え、請願及び

　陳情の審査に当たっては、提出者の申出により説明及び意見を聴く機会を設け、市民が

　議会活動に参加する機会を確保しなければならない。

　　（議会広報の充実）

第９条　議会は、市民が市政に関心を持つよう各議員の採決に対する態度を公表し、議員

　の活動に対する市民の評価が的確になされるよう議会広報活動に努めなければならない。

２　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用し、議会広報活動に努めな

　ければならない。

　　（議会報告会）

第１０条　議会は、市政の諸課題に対処するため、市政全般にわたって、市民と議員が自

　由に情報及び意見を交換する議会報告会を行うものとする。

２　議会と市民との関係を深め、市民の議会への理解を深めるため、議会報告会は、全議

　員が出席することとし、議会の説明責任を果たすよう努めるものとする。

３　議会報告会で聴取した市民の意見に基づき、議会運営の改善を図るものとする。

４　この条例に定めるもののほか、議会報告会に関することは、議長が別に定める。

　　（広聴制度）

第１１条　議会は、市民の意見を広く聴取し議会活動に反映させるため、広聴制度を設け

　るものとする。

２　議会は、市民の意見及び知見を議会の審議等に反映させるため、参考人制度及び公聴

　会制度の活用に努めるものとする。

　　第５章　議会と執行機関の関係

　　（議員と執行機関の関係）

第１２条　議会は、二元代表制の下、市長等との立場及び権能の違いを踏まえ、市長等と

　常に緊張ある関係を構築し、市政の発展に取り組まなければならない。

２　本会議における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にする

　ため、一問一答の方式で行うものとする。

３　議長から本会議並びに常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への出席を要請さ

　れた市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問等に対して反問することがで

　きる。

４　議員は、本会議の閉会中においては議長の判断により市長等に対し文書による質問を

　行うことができる。この場合において、市長等は、文書により回答しなければならない。

　　（議会審議における論点の形成）

第１３条　議会は、市長等が提出する議案等について、議会審議における論点を形成し、　

　その政策水準を高めるため、市長等に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう

　求めるものとする。

　⑴　政策等の発生源

　⑵　提案に至るまでの経緯

　⑶　市民参加の実施の有無とその内容

　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討

　⑸　総合計画における根拠又は位置づけ

　⑹　関係ある法令及び条例等

　⑺　政策等の実施に関わる財源措置

　⑻　将来にわたるコスト計算

　⑼　政策による成果・効果（決算審議）

　　（予算・決算における政策説明資料の作成）

第１４条　市長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付するに当たっては、

　前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の説明資料を作成するよう努め、

　議会に提出するものとする。

　　（議員による事業評価）

第１５条　議会は、市長等が提出する議案等のうち重要な政策について、第１３条各号に

　掲げる事項に基づき、当該政策の執行に係る事業評価の審議に努め、市長等に事業評価

　の結果を通知するものとする。

　　（議決事件の拡大）

第１６条　議会は、市長等とともに責任を担いながら、計画的かつ公正性・透明性の高い

　市政運営に努めるものとし、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

　う。）第９６条第１項に規定する議決事件のほか、市政に関わる特に重要な事項につい

　ては、別に条例を定めることにより、同条第２項の規定に基づく議決事件とすることが

　できる。

　　第６章　委員会の活動

　　（委員会の活動）

第１７条　常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）は、

　社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するため、委員会

　の調査研究活動を充実強化するとともに、政策提言及び政策立案を行うものとする。

２　委員会は、資料等を積極的に公開し、議案等の審査及びその所管に属する事務に関す

　る調査の充実を図り、市民に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

３　委員会は、市長等が提出した議案又は市の一般事務について、市民から発言をする機

　会の要請があったときは、発言の機会を与えることができる。

　　第７章　会派

　　（会派）

第１８条　議会は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。

２　会派は、政策主体の主義主張を基本とした同一の理念を共有する議員集団として活動

　するものとする。

３　会派は、政策立案、政策提言及び政策決定等に関し、必要に応じて他の会派と調整し、

　又は合意形成に努めるものとする。

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備

　　（議会の体制整備）

第１９条　議会は、各委員会や全員協議会の有機的な連携により機動力を高めるとともに、

　一層柔軟に市政の課題を解決するものとする。

　　（議会事務局の体制整備）

第２０条　議長は、議員の政策形成及び政策立案を補助するため、議会事務局の調査及び

　法務機能の充実強化を図るとともに、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、当該事務

　局の機能及び組織体制の充実強化に努めるものとする。

　　（議会図書室の利用）

第２１条　議会は、議会図書室の充実を図り、市民の利活用に対応できる整備を行うもの

　とする。

２　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、運営す

　るとともに、その図書及び資料の充実に努めるものとする。

　　（議員研修の充実強化）

第２２条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修の充実強

　化に努めるものとする。

２　議会は、広く各分野の専門家を招き、専門的見地からの意見や助言を求め、議員一人

　ひとりが資質の向上に努めるものとする。

　　（ＩＣＴの積極的活用）

第２３条　議会は、ＩＣＴ（高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成１２年法律

　第１４４号）第１条に規定する情報通信技術をいう。以下この条において同じ。）を積

　極的に活用するものとする。

２　議会は、大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、ＩＣＴを活用した会議や情報発

　信を行うものとする。

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇

　　（議員の政治倫理）

第２４条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、自己の

　地位に基づく影響力を不正に行使して市民の疑惑を招く行動をしてはならない。

２　議員は、市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを自覚する

　とともに、市民の代表として良心と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養うよ

　う努めるものとする。

　　（議員定数）

第２５条　議員定数の基準は、人口、面積、財政力及び市の事業等を考慮して定めるもの

　とする。

２　議員定数の改正については、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課題、将来

　の予測と展望及び市民の意見を配慮して行うものとする。この場合において、識見を有

　する者等の意見を参考にするとともに、議員活動の評価等に関して市民の意見を聴取す

　るため、公聴会制度及び参考人制度を活用するものとする。

３　議員定数に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、議員定数の基準等の明確な改正理由を付して、

　法第１０９条第７項又は法第１１２条第１項の規定に基づき文書を持って、委員会又は

　議員が提出するものとする。

　　（議員報酬）

第２６条　議員報酬の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課

　題、将来の予測と展望及び市民の意見を参考にするものとする。この場合において、議

　員活動の評価等に関して市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制度を活用

　するものとする。

２　議員報酬に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して法第１０９条第７項

　又は法第１１２条第１項の規定に基づき委員会又は議員が提出するものとする。

　　第１０章　最高規範性と見直し手続

　　（最高規範性）

第２７条　この条例は、市における議会運営の最高規範であり、この条例に違反する条例、

　議会の規則又は規程等は、これを制定してはならない。

２　議会は、議会に関する日本国憲法、法律及び他の法令等を順守し及び運用する場合に

　おいては、この条例に照らして判断しなければならない。

３　議会は、この条例を市民自治の趣旨にのっとり運用しなければならない。

　　（議会及び議員の責務）

第２８条　議員は、この条例に定める理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される条

　例、規則及び規程等を順守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関とし

　て、市民に対する責任を果たさなければならない。

　　（検証）

第２９条　議会は、常に市民の意見及び社会情勢の変化等を勘案し、この条例の目的が達

　成されているかについて、検証するものとする。

　　（見直し手続）

第３０条　議会は、前条の規定による検証結果に基づき、この条例の改正を含む適切な措

　置を講じるものとする。

２　議会は、この条例を改正する場合は、全議員の賛同する改正案であっても、市民に改

　正理由及び背景を詳しく説明したのち、本会議に提案しなければならない。

　　（委任）

第３１条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議会規則

　等で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成２７年　７月　１日から施行する。
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　　第６章　委員会の活動（第１７条）

　　第７章　会派（第１８条）

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備（第１９条 ― 第２３条）

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇（第２４条 ― 第２６条）

　　第10章　最高規範性と見直し手続（第２７条 ― 第３１条）

　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

するとともに、政策立案及び政策提言の機能を十分に発揮することに努め、市の重要な意

思決定を行います。

　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保することにより、市民に開かれた議会と一層

の議会改革を推進し、議会活性化及び市民参加を推進する議会の実現を目指します。よっ

て、ここに議会及び議員の活動原則を定め、市民及び市長その他の執行機関（以下「市長

等」という。）との関係を明らかにし、真の市民自治社会の実現を目指すことを決意し、

議会における最高規範として、大田原市議会基本条例を制定します。

　　第１章　総則

　　（目的）

第１条　この条例は、地方分権時代における「団体自治」と「住民自治」の二つの要素か

　らなる「地方自治の本旨」について追及し、議会及び議員の活動並びに議会運営の基本

　的事項を定めることにより、議会の活性化を図り、市民の負託に的確に応え、真に開か

　れた議会運営を実現し、もって市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とす

　る。

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

　　（議会の運営原則）

第２条　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保するとともに、真に開かれた議会を目

　指し、常に議会改革に前向きに取り組むものとする。

２　議会が市民を代表する合議制の議事機関であることを議員は常に自覚し、市民の多様

　な意見を把握するとともに、提出された議案、請願又は陳情の審議及び審査を行うほか、

　独自の政策立案及び政策提言に取り組むものとし、行政運営に反映させる議会運営に努

　めるものとする。

３　議会は、市長等に対し、市政の適切な行政運営が行われているか監視し、及び評価す

　るものとする。

４　議会は、市民に分かりやすい言葉を用いた積極的な情報の公開に取り組み、市政の現

　況について市民への説明に努めるとともに、市民が議会活動に参加する機会の拡充に努

　めるものとする。

５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　開時刻を傍聴者に説明するとともに、議案の審議に用いる資料等を提供するほか、市民

　の傍聴意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　（議員の活動原則）

第３条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制機関であることを認識し、次の各

　号に定める事項を基本に活動を行うものとする。

　⑴　議員間の自由な討議を行うこと。

　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、市民全体の代表

　　者として責任ある活動を行うこと。

　⑶　議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動を行うこと。

　⑷　議会活動について、市民に対し積極的に情報を発信し、説明に努めること。

　⑸　自己の能力を高める不断の研鑚に励み、日常の調査及び研究活動を通じて自らの資

　　質の向上に努めること。

　　第３章　自由討議

　　（議会の自由討議）

第４条　議会は、議員による討論の場であることを十分に認識し、市長等に対する本会議

　等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議を中心に運営しなければなら

　ない。

２　議員は、議案等の審査においては、議員相互の自由な討議により議論を尽くして合意

　形成を図るよう努めなければならない。

３　議員は、積極的に政策討論を行うことにより、議員相互の合意形成を図り、政策立案

　及び政策提言に資するよう努めなければならない。

４　議員は、議員相互間の自由討議を拡大し、条例制定及び意見書その他の議案等の提出

　を積極的に行うよう努めなければならない。

５　議員は、議案等を審議し結論を採決する場合は、議員相互間の自由討議により議論を

　尽くして合意形成に努めた結果について、市民に対し、十分に説明責任を果たさなけれ

　ばならない。

　　（全員協議会）

第５条　市政に関する重要な政策及び課題に対して、議会内での共通認識の醸成を図り、

　議員相互間の議論の場として全員協議会を活用する。

　　第４章　市民と議会の関係

　　（議会の情報公開と説明責任）

第６条　議会は、市民に対し積極的にその有する情報を公表、発信し、説明責任を十分果

　たさなければならない。

２　議会は、本会議のほか、全ての会議を原則公開とする。

　　（市民との連携）

第７条　議会は、市民との意見交換の場を必要に応じ設け、政策提案の拡大を図らなけれ

　ばならない。

　　（請願及び陳情）

第８条　議会は、請願及び陳情の提出は、市民が抱える懸案事項であると捉え、請願及び

　陳情の審査に当たっては、提出者の申出により説明及び意見を聴く機会を設け、市民が

　議会活動に参加する機会を確保しなければならない。

　　（議会広報の充実）

第９条　議会は、市民が市政に関心を持つよう各議員の採決に対する態度を公表し、議員

　の活動に対する市民の評価が的確になされるよう議会広報活動に努めなければならない。

２　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用し、議会広報活動に努めな

　ければならない。

　　（議会報告会）

第１０条　議会は、市政の諸課題に対処するため、市政全般にわたって、市民と議員が自

　由に情報及び意見を交換する議会報告会を行うものとする。

２　議会と市民との関係を深め、市民の議会への理解を深めるため、議会報告会は、全議

　員が出席することとし、議会の説明責任を果たすよう努めるものとする。

３　議会報告会で聴取した市民の意見に基づき、議会運営の改善を図るものとする。

４　この条例に定めるもののほか、議会報告会に関することは、議長が別に定める。

　　（広聴制度）

第１１条　議会は、市民の意見を広く聴取し議会活動に反映させるため、広聴制度を設け

　るものとする。

２　議会は、市民の意見及び知見を議会の審議等に反映させるため、参考人制度及び公聴

　会制度の活用に努めるものとする。

　　第５章　議会と執行機関の関係

　　（議員と執行機関の関係）

第１２条　議会は、二元代表制の下、市長等との立場及び権能の違いを踏まえ、市長等と

　常に緊張ある関係を構築し、市政の発展に取り組まなければならない。

２　本会議における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にする

　ため、一問一答の方式で行うものとする。

３　議長から本会議並びに常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への出席を要請さ

　れた市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問等に対して反問することがで

　きる。

４　議員は、本会議の閉会中においては議長の判断により市長等に対し文書による質問を

　行うことができる。この場合において、市長等は、文書により回答しなければならない。

　　（議会審議における論点の形成）

第１３条　議会は、市長等が提出する議案等について、議会審議における論点を形成し、　

　その政策水準を高めるため、市長等に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう

　求めるものとする。

　⑴　政策等の発生源

　⑵　提案に至るまでの経緯

　⑶　市民参加の実施の有無とその内容

　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討

　⑸　総合計画における根拠又は位置づけ

　⑹　関係ある法令及び条例等

　⑺　政策等の実施に関わる財源措置

　⑻　将来にわたるコスト計算

　⑼　政策による成果・効果（決算審議）

　　（予算・決算における政策説明資料の作成）

第１４条　市長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付するに当たっては、

　前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の説明資料を作成するよう努め、

　議会に提出するものとする。

　　（議員による事業評価）

第１５条　議会は、市長等が提出する議案等のうち重要な政策について、第１３条各号に

　掲げる事項に基づき、当該政策の執行に係る事業評価の審議に努め、市長等に事業評価

　の結果を通知するものとする。

　　（議決事件の拡大）

第１６条　議会は、市長等とともに責任を担いながら、計画的かつ公正性・透明性の高い

　市政運営に努めるものとし、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

　う。）第９６条第１項に規定する議決事件のほか、市政に関わる特に重要な事項につい

　ては、別に条例を定めることにより、同条第２項の規定に基づく議決事件とすることが

　できる。

　　第６章　委員会の活動

　　（委員会の活動）

第１７条　常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）は、

　社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するため、委員会

　の調査研究活動を充実強化するとともに、政策提言及び政策立案を行うものとする。

２　委員会は、資料等を積極的に公開し、議案等の審査及びその所管に属する事務に関す

　る調査の充実を図り、市民に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

３　委員会は、市長等が提出した議案又は市の一般事務について、市民から発言をする機

　会の要請があったときは、発言の機会を与えることができる。

　　第７章　会派

　　（会派）

第１８条　議会は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。

２　会派は、政策主体の主義主張を基本とした同一の理念を共有する議員集団として活動

　するものとする。

３　会派は、政策立案、政策提言及び政策決定等に関し、必要に応じて他の会派と調整し、

　又は合意形成に努めるものとする。

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備

　　（議会の体制整備）

第１９条　議会は、各委員会や全員協議会の有機的な連携により機動力を高めるとともに、

　一層柔軟に市政の課題を解決するものとする。

　　（議会事務局の体制整備）

第２０条　議長は、議員の政策形成及び政策立案を補助するため、議会事務局の調査及び

　法務機能の充実強化を図るとともに、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、当該事務

　局の機能及び組織体制の充実強化に努めるものとする。

　　（議会図書室の利用）

第２１条　議会は、議会図書室の充実を図り、市民の利活用に対応できる整備を行うもの

　とする。

２　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、運営す

　るとともに、その図書及び資料の充実に努めるものとする。

　　（議員研修の充実強化）

第２２条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修の充実強

　化に努めるものとする。

２　議会は、広く各分野の専門家を招き、専門的見地からの意見や助言を求め、議員一人

　ひとりが資質の向上に努めるものとする。

　　（ＩＣＴの積極的活用）

第２３条　議会は、ＩＣＴ（高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成１２年法律

　第１４４号）第１条に規定する情報通信技術をいう。以下この条において同じ。）を積

　極的に活用するものとする。

２　議会は、大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、ＩＣＴを活用した会議や情報発

　信を行うものとする。

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇

　　（議員の政治倫理）

第２４条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、自己の

　地位に基づく影響力を不正に行使して市民の疑惑を招く行動をしてはならない。

２　議員は、市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを自覚する

　とともに、市民の代表として良心と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養うよ

　う努めるものとする。

　　（議員定数）

第２５条　議員定数の基準は、人口、面積、財政力及び市の事業等を考慮して定めるもの

　とする。

２　議員定数の改正については、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課題、将来

　の予測と展望及び市民の意見を配慮して行うものとする。この場合において、識見を有

　する者等の意見を参考にするとともに、議員活動の評価等に関して市民の意見を聴取す

　るため、公聴会制度及び参考人制度を活用するものとする。

３　議員定数に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、議員定数の基準等の明確な改正理由を付して、

　法第１０９条第７項又は法第１１２条第１項の規定に基づき文書を持って、委員会又は

　議員が提出するものとする。

　　（議員報酬）

第２６条　議員報酬の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課

　題、将来の予測と展望及び市民の意見を参考にするものとする。この場合において、議

　員活動の評価等に関して市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制度を活用

　するものとする。

２　議員報酬に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して法第１０９条第７項

　又は法第１１２条第１項の規定に基づき委員会又は議員が提出するものとする。

　　第１０章　最高規範性と見直し手続

　　（最高規範性）

第２７条　この条例は、市における議会運営の最高規範であり、この条例に違反する条例、

　議会の規則又は規程等は、これを制定してはならない。

２　議会は、議会に関する日本国憲法、法律及び他の法令等を順守し及び運用する場合に

　おいては、この条例に照らして判断しなければならない。

３　議会は、この条例を市民自治の趣旨にのっとり運用しなければならない。

　　（議会及び議員の責務）

第２８条　議員は、この条例に定める理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される条

　例、規則及び規程等を順守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関とし

　て、市民に対する責任を果たさなければならない。

　　（検証）

第２９条　議会は、常に市民の意見及び社会情勢の変化等を勘案し、この条例の目的が達

　成されているかについて、検証するものとする。

　　（見直し手続）

第３０条　議会は、前条の規定による検証結果に基づき、この条例の改正を含む適切な措

　置を講じるものとする。

２　議会は、この条例を改正する場合は、全議員の賛同する改正案であっても、市民に改

　正理由及び背景を詳しく説明したのち、本会議に提案しなければならない。

　　（委任）

第３１条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議会規則

　等で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成２７年　７月　１日から施行する。

おおたわら市 議会だより(13) 平成 27年 8月1日
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　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備（第１９条 ― 第２３条）

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇（第２４条 ― 第２６条）

　　第10章　最高規範性と見直し手続（第２７条 ― 第３１条）

　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

するとともに、政策立案及び政策提言の機能を十分に発揮することに努め、市の重要な意

思決定を行います。

　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保することにより、市民に開かれた議会と一層

の議会改革を推進し、議会活性化及び市民参加を推進する議会の実現を目指します。よっ

て、ここに議会及び議員の活動原則を定め、市民及び市長その他の執行機関（以下「市長

等」という。）との関係を明らかにし、真の市民自治社会の実現を目指すことを決意し、

議会における最高規範として、大田原市議会基本条例を制定します。

　　第１章　総則

　　（目的）

第１条　この条例は、地方分権時代における「団体自治」と「住民自治」の二つの要素か

　らなる「地方自治の本旨」について追及し、議会及び議員の活動並びに議会運営の基本

　的事項を定めることにより、議会の活性化を図り、市民の負託に的確に応え、真に開か

　れた議会運営を実現し、もって市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とす

　る。

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

　　（議会の運営原則）

第２条　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保するとともに、真に開かれた議会を目

　指し、常に議会改革に前向きに取り組むものとする。

２　議会が市民を代表する合議制の議事機関であることを議員は常に自覚し、市民の多様

　な意見を把握するとともに、提出された議案、請願又は陳情の審議及び審査を行うほか、

　独自の政策立案及び政策提言に取り組むものとし、行政運営に反映させる議会運営に努

　めるものとする。

３　議会は、市長等に対し、市政の適切な行政運営が行われているか監視し、及び評価す

　るものとする。

４　議会は、市民に分かりやすい言葉を用いた積極的な情報の公開に取り組み、市政の現

　況について市民への説明に努めるとともに、市民が議会活動に参加する機会の拡充に努

　めるものとする。

５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　開時刻を傍聴者に説明するとともに、議案の審議に用いる資料等を提供するほか、市民

　の傍聴意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　（議員の活動原則）

第３条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制機関であることを認識し、次の各

　号に定める事項を基本に活動を行うものとする。

　⑴　議員間の自由な討議を行うこと。

　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、市民全体の代表

　　者として責任ある活動を行うこと。

　⑶　議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動を行うこと。

　⑷　議会活動について、市民に対し積極的に情報を発信し、説明に努めること。

　⑸　自己の能力を高める不断の研鑚に励み、日常の調査及び研究活動を通じて自らの資

　　質の向上に努めること。

　　第３章　自由討議

　　（議会の自由討議）

第４条　議会は、議員による討論の場であることを十分に認識し、市長等に対する本会議

　等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議を中心に運営しなければなら

　ない。

２　議員は、議案等の審査においては、議員相互の自由な討議により議論を尽くして合意

　形成を図るよう努めなければならない。

３　議員は、積極的に政策討論を行うことにより、議員相互の合意形成を図り、政策立案

　及び政策提言に資するよう努めなければならない。

４　議員は、議員相互間の自由討議を拡大し、条例制定及び意見書その他の議案等の提出

　を積極的に行うよう努めなければならない。

５　議員は、議案等を審議し結論を採決する場合は、議員相互間の自由討議により議論を

　尽くして合意形成に努めた結果について、市民に対し、十分に説明責任を果たさなけれ

　ばならない。

　　（全員協議会）

第５条　市政に関する重要な政策及び課題に対して、議会内での共通認識の醸成を図り、

　議員相互間の議論の場として全員協議会を活用する。

　　第４章　市民と議会の関係

　　（議会の情報公開と説明責任）

第６条　議会は、市民に対し積極的にその有する情報を公表、発信し、説明責任を十分果

　たさなければならない。

２　議会は、本会議のほか、全ての会議を原則公開とする。

　　（市民との連携）

第７条　議会は、市民との意見交換の場を必要に応じ設け、政策提案の拡大を図らなけれ

　ばならない。

　　（請願及び陳情）

第８条　議会は、請願及び陳情の提出は、市民が抱える懸案事項であると捉え、請願及び

　陳情の審査に当たっては、提出者の申出により説明及び意見を聴く機会を設け、市民が

　議会活動に参加する機会を確保しなければならない。

　　（議会広報の充実）

第９条　議会は、市民が市政に関心を持つよう各議員の採決に対する態度を公表し、議員

　の活動に対する市民の評価が的確になされるよう議会広報活動に努めなければならない。

２　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用し、議会広報活動に努めな

　ければならない。

　　（議会報告会）

第１０条　議会は、市政の諸課題に対処するため、市政全般にわたって、市民と議員が自

　由に情報及び意見を交換する議会報告会を行うものとする。

２　議会と市民との関係を深め、市民の議会への理解を深めるため、議会報告会は、全議

　員が出席することとし、議会の説明責任を果たすよう努めるものとする。

３　議会報告会で聴取した市民の意見に基づき、議会運営の改善を図るものとする。

４　この条例に定めるもののほか、議会報告会に関することは、議長が別に定める。

　　（広聴制度）

第１１条　議会は、市民の意見を広く聴取し議会活動に反映させるため、広聴制度を設け

　るものとする。

２　議会は、市民の意見及び知見を議会の審議等に反映させるため、参考人制度及び公聴

　会制度の活用に努めるものとする。

　　第５章　議会と執行機関の関係

　　（議員と執行機関の関係）

第１２条　議会は、二元代表制の下、市長等との立場及び権能の違いを踏まえ、市長等と

　常に緊張ある関係を構築し、市政の発展に取り組まなければならない。

２　本会議における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にする

　ため、一問一答の方式で行うものとする。

３　議長から本会議並びに常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への出席を要請さ

　れた市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問等に対して反問することがで

　きる。

４　議員は、本会議の閉会中においては議長の判断により市長等に対し文書による質問を

　行うことができる。この場合において、市長等は、文書により回答しなければならない。

　　（議会審議における論点の形成）

第１３条　議会は、市長等が提出する議案等について、議会審議における論点を形成し、　

　その政策水準を高めるため、市長等に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう

　求めるものとする。

　⑴　政策等の発生源

　⑵　提案に至るまでの経緯

　⑶　市民参加の実施の有無とその内容

　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討

　⑸　総合計画における根拠又は位置づけ

　⑹　関係ある法令及び条例等

　⑺　政策等の実施に関わる財源措置

　⑻　将来にわたるコスト計算

　⑼　政策による成果・効果（決算審議）

　　（予算・決算における政策説明資料の作成）

第１４条　市長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付するに当たっては、

　前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の説明資料を作成するよう努め、

　議会に提出するものとする。

　　（議員による事業評価）

第１５条　議会は、市長等が提出する議案等のうち重要な政策について、第１３条各号に

　掲げる事項に基づき、当該政策の執行に係る事業評価の審議に努め、市長等に事業評価

　の結果を通知するものとする。

　　（議決事件の拡大）

第１６条　議会は、市長等とともに責任を担いながら、計画的かつ公正性・透明性の高い

　市政運営に努めるものとし、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

　う。）第９６条第１項に規定する議決事件のほか、市政に関わる特に重要な事項につい

　ては、別に条例を定めることにより、同条第２項の規定に基づく議決事件とすることが

　できる。

　　第６章　委員会の活動

　　（委員会の活動）

第１７条　常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）は、

　社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するため、委員会

　の調査研究活動を充実強化するとともに、政策提言及び政策立案を行うものとする。

２　委員会は、資料等を積極的に公開し、議案等の審査及びその所管に属する事務に関す

　る調査の充実を図り、市民に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

３　委員会は、市長等が提出した議案又は市の一般事務について、市民から発言をする機

　会の要請があったときは、発言の機会を与えることができる。

　　第７章　会派

　　（会派）

第１８条　議会は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。

２　会派は、政策主体の主義主張を基本とした同一の理念を共有する議員集団として活動

　するものとする。

３　会派は、政策立案、政策提言及び政策決定等に関し、必要に応じて他の会派と調整し、

　又は合意形成に努めるものとする。

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備

　　（議会の体制整備）

第１９条　議会は、各委員会や全員協議会の有機的な連携により機動力を高めるとともに、

　一層柔軟に市政の課題を解決するものとする。

　　（議会事務局の体制整備）

第２０条　議長は、議員の政策形成及び政策立案を補助するため、議会事務局の調査及び

　法務機能の充実強化を図るとともに、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、当該事務

　局の機能及び組織体制の充実強化に努めるものとする。

　　（議会図書室の利用）

第２１条　議会は、議会図書室の充実を図り、市民の利活用に対応できる整備を行うもの

　とする。

２　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、運営す

　るとともに、その図書及び資料の充実に努めるものとする。

　　（議員研修の充実強化）

第２２条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修の充実強

　化に努めるものとする。

２　議会は、広く各分野の専門家を招き、専門的見地からの意見や助言を求め、議員一人

　ひとりが資質の向上に努めるものとする。

　　（ＩＣＴの積極的活用）

第２３条　議会は、ＩＣＴ（高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成１２年法律

　第１４４号）第１条に規定する情報通信技術をいう。以下この条において同じ。）を積

　極的に活用するものとする。

２　議会は、大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、ＩＣＴを活用した会議や情報発

　信を行うものとする。

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇

　　（議員の政治倫理）

第２４条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、自己の

　地位に基づく影響力を不正に行使して市民の疑惑を招く行動をしてはならない。

２　議員は、市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを自覚する

　とともに、市民の代表として良心と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養うよ

　う努めるものとする。

　　（議員定数）

第２５条　議員定数の基準は、人口、面積、財政力及び市の事業等を考慮して定めるもの

　とする。

２　議員定数の改正については、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課題、将来

　の予測と展望及び市民の意見を配慮して行うものとする。この場合において、識見を有

　する者等の意見を参考にするとともに、議員活動の評価等に関して市民の意見を聴取す

　るため、公聴会制度及び参考人制度を活用するものとする。

３　議員定数に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、議員定数の基準等の明確な改正理由を付して、

　法第１０９条第７項又は法第１１２条第１項の規定に基づき文書を持って、委員会又は

　議員が提出するものとする。

　　（議員報酬）

第２６条　議員報酬の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課

　題、将来の予測と展望及び市民の意見を参考にするものとする。この場合において、議

　員活動の評価等に関して市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制度を活用

　するものとする。

２　議員報酬に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して法第１０９条第７項

　又は法第１１２条第１項の規定に基づき委員会又は議員が提出するものとする。

　　第１０章　最高規範性と見直し手続

　　（最高規範性）

第２７条　この条例は、市における議会運営の最高規範であり、この条例に違反する条例、

　議会の規則又は規程等は、これを制定してはならない。

２　議会は、議会に関する日本国憲法、法律及び他の法令等を順守し及び運用する場合に

　おいては、この条例に照らして判断しなければならない。

３　議会は、この条例を市民自治の趣旨にのっとり運用しなければならない。

　　（議会及び議員の責務）

第２８条　議員は、この条例に定める理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される条

　例、規則及び規程等を順守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関とし

　て、市民に対する責任を果たさなければならない。

　　（検証）

第２９条　議会は、常に市民の意見及び社会情勢の変化等を勘案し、この条例の目的が達

　成されているかについて、検証するものとする。

　　（見直し手続）

第３０条　議会は、前条の規定による検証結果に基づき、この条例の改正を含む適切な措

　置を講じるものとする。

２　議会は、この条例を改正する場合は、全議員の賛同する改正案であっても、市民に改

　正理由及び背景を詳しく説明したのち、本会議に提案しなければならない。

　　（委任）

第３１条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議会規則

　等で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成２７年　７月　１日から施行する。

おおたわら市 議会だより 平成 27年 8月1日 (14)
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　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇（第２４条 ― 第２６条）

　　第10章　最高規範性と見直し手続（第２７条 ― 第３１条）

　　附則

　前文

　大田原市は、栃木県の北東部に位置し、中央部から西部にかけて那須野が原扇状地の扇

端付近にあたる平地が広がり、また、東部には八溝山を中心に八溝山系の豊富な森林を有

し、那珂川、箒川、蛇尾川の三河川をはじめ多くの河川が市内を流れるなど、良質で豊か

な水を利用した水田が広がっています。立地環境は、首都圏より150キロメートル圏内

にあり、自然災害が少なく地震に強い地盤と豊かな自然に恵まれた地域です。また、豊富

な工業用水等を活かし産業基盤の整備充実を図り、豊かな自然環境と調和のとれた都市と

して発展しています。

　大田原市議会（以下「議会」という。）は、豊かな自然と長い歴史に培われた暮らしを

守りながら「住んでよかった」、「住みたい」と思えるまちづくりを継承するとともに、

「住む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち」の実現を将来像として目指し、

市民主体のまちづくりを推進し、二元代表制の原理に基づき行政の事務執行の監視を強化

するとともに、政策立案及び政策提言の機能を十分に発揮することに努め、市の重要な意

思決定を行います。

　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保することにより、市民に開かれた議会と一層

の議会改革を推進し、議会活性化及び市民参加を推進する議会の実現を目指します。よっ

て、ここに議会及び議員の活動原則を定め、市民及び市長その他の執行機関（以下「市長

等」という。）との関係を明らかにし、真の市民自治社会の実現を目指すことを決意し、

議会における最高規範として、大田原市議会基本条例を制定します。

　　第１章　総則

　　（目的）

第１条　この条例は、地方分権時代における「団体自治」と「住民自治」の二つの要素か

　らなる「地方自治の本旨」について追及し、議会及び議員の活動並びに議会運営の基本

　的事項を定めることにより、議会の活性化を図り、市民の負託に的確に応え、真に開か

　れた議会運営を実現し、もって市民福祉の向上と市政の発展に寄与することを目的とす

　る。

　　第２章　議会の運営原則及び議員の活動原則

　　（議会の運営原則）

第２条　議会は、公正性、公平性及び透明性を確保するとともに、真に開かれた議会を目

　指し、常に議会改革に前向きに取り組むものとする。

２　議会が市民を代表する合議制の議事機関であることを議員は常に自覚し、市民の多様

　な意見を把握するとともに、提出された議案、請願又は陳情の審議及び審査を行うほか、

　独自の政策立案及び政策提言に取り組むものとし、行政運営に反映させる議会運営に努

　めるものとする。

３　議会は、市長等に対し、市政の適切な行政運営が行われているか監視し、及び評価す

　るものとする。

４　議会は、市民に分かりやすい言葉を用いた積極的な情報の公開に取り組み、市政の現

　況について市民への説明に努めるとともに、市民が議会活動に参加する機会の拡充に努

　めるものとする。

５　議会は、会議を定刻に開催するものとし、会議を休憩する場合には、その理由及び再

　開時刻を傍聴者に説明するとともに、議案の審議に用いる資料等を提供するほか、市民

　の傍聴意欲を高める議会運営に努めるものとする。

　　（議員の活動原則）

第３条　議員は、議会が言論の府であること及び合議制機関であることを認識し、次の各

　号に定める事項を基本に活動を行うものとする。

　⑴　議員間の自由な討議を行うこと。

　⑵　市政の課題全般について、市民の意見を的確に把握するとともに、市民全体の代表

　　者として責任ある活動を行うこと。

　⑶　議会の構成員として、市民全体の福祉の向上を目指して活動を行うこと。

　⑷　議会活動について、市民に対し積極的に情報を発信し、説明に努めること。

　⑸　自己の能力を高める不断の研鑚に励み、日常の調査及び研究活動を通じて自らの資

　　質の向上に努めること。

　　第３章　自由討議

　　（議会の自由討議）

第４条　議会は、議員による討論の場であることを十分に認識し、市長等に対する本会議

　等への出席要請を必要最小限にとどめ、議員相互間の討議を中心に運営しなければなら

　ない。

２　議員は、議案等の審査においては、議員相互の自由な討議により議論を尽くして合意

　形成を図るよう努めなければならない。

３　議員は、積極的に政策討論を行うことにより、議員相互の合意形成を図り、政策立案

　及び政策提言に資するよう努めなければならない。

４　議員は、議員相互間の自由討議を拡大し、条例制定及び意見書その他の議案等の提出

　を積極的に行うよう努めなければならない。

５　議員は、議案等を審議し結論を採決する場合は、議員相互間の自由討議により議論を

　尽くして合意形成に努めた結果について、市民に対し、十分に説明責任を果たさなけれ

　ばならない。

　　（全員協議会）

第５条　市政に関する重要な政策及び課題に対して、議会内での共通認識の醸成を図り、

　議員相互間の議論の場として全員協議会を活用する。

　　第４章　市民と議会の関係

　　（議会の情報公開と説明責任）

第６条　議会は、市民に対し積極的にその有する情報を公表、発信し、説明責任を十分果

　たさなければならない。

２　議会は、本会議のほか、全ての会議を原則公開とする。

　　（市民との連携）

第７条　議会は、市民との意見交換の場を必要に応じ設け、政策提案の拡大を図らなけれ

　ばならない。

　　（請願及び陳情）

第８条　議会は、請願及び陳情の提出は、市民が抱える懸案事項であると捉え、請願及び

　陳情の審査に当たっては、提出者の申出により説明及び意見を聴く機会を設け、市民が

　議会活動に参加する機会を確保しなければならない。

　　（議会広報の充実）

第９条　議会は、市民が市政に関心を持つよう各議員の採決に対する態度を公表し、議員

　の活動に対する市民の評価が的確になされるよう議会広報活動に努めなければならない。

２　議会は、情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段を活用し、議会広報活動に努めな

　ければならない。

　　（議会報告会）

第１０条　議会は、市政の諸課題に対処するため、市政全般にわたって、市民と議員が自

　由に情報及び意見を交換する議会報告会を行うものとする。

２　議会と市民との関係を深め、市民の議会への理解を深めるため、議会報告会は、全議

　員が出席することとし、議会の説明責任を果たすよう努めるものとする。

３　議会報告会で聴取した市民の意見に基づき、議会運営の改善を図るものとする。

４　この条例に定めるもののほか、議会報告会に関することは、議長が別に定める。

　　（広聴制度）

第１１条　議会は、市民の意見を広く聴取し議会活動に反映させるため、広聴制度を設け

　るものとする。

２　議会は、市民の意見及び知見を議会の審議等に反映させるため、参考人制度及び公聴

　会制度の活用に努めるものとする。

　　第５章　議会と執行機関の関係

　　（議員と執行機関の関係）

第１２条　議会は、二元代表制の下、市長等との立場及び権能の違いを踏まえ、市長等と

　常に緊張ある関係を構築し、市政の発展に取り組まなければならない。

２　本会議における議員と市長等の質疑応答は、広く市政上の論点及び争点を明確にする

　ため、一問一答の方式で行うものとする。

３　議長から本会議並びに常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への出席を要請さ

　れた市長等は、議長又は委員長の許可を得て、議員の質問等に対して反問することがで

　きる。

４　議員は、本会議の閉会中においては議長の判断により市長等に対し文書による質問を

　行うことができる。この場合において、市長等は、文書により回答しなければならない。

　　（議会審議における論点の形成）

第１３条　議会は、市長等が提出する議案等について、議会審議における論点を形成し、　

　その政策水準を高めるため、市長等に対し、次に掲げる事項について明らかにするよう

　求めるものとする。

　⑴　政策等の発生源

　⑵　提案に至るまでの経緯

　⑶　市民参加の実施の有無とその内容

　⑷　他の自治体の類似する政策との比較検討

　⑸　総合計画における根拠又は位置づけ

　⑹　関係ある法令及び条例等

　⑺　政策等の実施に関わる財源措置

　⑻　将来にわたるコスト計算

　⑼　政策による成果・効果（決算審議）

　　（予算・決算における政策説明資料の作成）

第１４条　市長は、予算案及び決算を議会に提出し、議会の審議に付するに当たっては、

　前条の規定に準じて、分かりやすい施策別又は事業別の説明資料を作成するよう努め、

　議会に提出するものとする。

　　（議員による事業評価）

第１５条　議会は、市長等が提出する議案等のうち重要な政策について、第１３条各号に

　掲げる事項に基づき、当該政策の執行に係る事業評価の審議に努め、市長等に事業評価

　の結果を通知するものとする。

　　（議決事件の拡大）

第１６条　議会は、市長等とともに責任を担いながら、計画的かつ公正性・透明性の高い

　市政運営に努めるものとし、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」とい

　う。）第９６条第１項に規定する議決事件のほか、市政に関わる特に重要な事項につい

　ては、別に条例を定めることにより、同条第２項の規定に基づく議決事件とすることが

　できる。

　　第６章　委員会の活動

　　（委員会の活動）

第１７条　常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会（以下「委員会」という。）は、

　社会、経済情勢等により新たに生じる行政課題に適切かつ迅速に対応するため、委員会

　の調査研究活動を充実強化するとともに、政策提言及び政策立案を行うものとする。

２　委員会は、資料等を積極的に公開し、議案等の審査及びその所管に属する事務に関す

　る調査の充実を図り、市民に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならない。

３　委員会は、市長等が提出した議案又は市の一般事務について、市民から発言をする機

　会の要請があったときは、発言の機会を与えることができる。

　　第７章　会派

　　（会派）

第１８条　議会は、議会活動を円滑に実施するために、会派を結成することができる。

２　会派は、政策主体の主義主張を基本とした同一の理念を共有する議員集団として活動

　するものとする。

３　会派は、政策立案、政策提言及び政策決定等に関し、必要に応じて他の会派と調整し、

　又は合意形成に努めるものとする。

　　第８章　議会及び議会事務局の体制整備

　　（議会の体制整備）

第１９条　議会は、各委員会や全員協議会の有機的な連携により機動力を高めるとともに、

　一層柔軟に市政の課題を解決するものとする。

　　（議会事務局の体制整備）

第２０条　議長は、議員の政策形成及び政策立案を補助するため、議会事務局の調査及び

　法務機能の充実強化を図るとともに、議会活動を円滑かつ効率的に行うため、当該事務

　局の機能及び組織体制の充実強化に努めるものとする。

　　（議会図書室の利用）

第２１条　議会は、議会図書室の充実を図り、市民の利活用に対応できる整備を行うもの

　とする。

２　議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図書室を適正に管理し、運営す

　るとともに、その図書及び資料の充実に努めるものとする。

　　（議員研修の充実強化）

第２２条　議会は、議員の政策形成及び立案能力の向上等を図るため、議員研修の充実強

　化に努めるものとする。

２　議会は、広く各分野の専門家を招き、専門的見地からの意見や助言を求め、議員一人

　ひとりが資質の向上に努めるものとする。

　　（ＩＣＴの積極的活用）

第２３条　議会は、ＩＣＴ（高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（平成１２年法律

　第１４４号）第１条に規定する情報通信技術をいう。以下この条において同じ。）を積

　極的に活用するものとする。

２　議会は、大田原市地域ＩＣＴ総合推進計画に基づき、ＩＣＴを活用した会議や情報発

　信を行うものとする。

　　第９章　議員の政治倫理、身分及び待遇

　　（議員の政治倫理）

第２４条　議員は、市民全体の代表者としてその倫理性を常に自覚するとともに、自己の

　地位に基づく影響力を不正に行使して市民の疑惑を招く行動をしてはならない。

２　議員は、市民の負託に応えるため、高い倫理的義務が課せられていることを自覚する

　とともに、市民の代表として良心と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養うよ

　う努めるものとする。

　　（議員定数）

第２５条　議員定数の基準は、人口、面積、財政力及び市の事業等を考慮して定めるもの

　とする。

２　議員定数の改正については、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課題、将来

　の予測と展望及び市民の意見を配慮して行うものとする。この場合において、識見を有

　する者等の意見を参考にするとともに、議員活動の評価等に関して市民の意見を聴取す

　るため、公聴会制度及び参考人制度を活用するものとする。

３　議員定数に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、議員定数の基準等の明確な改正理由を付して、

　法第１０９条第７項又は法第１１２条第１項の規定に基づき文書を持って、委員会又は

　議員が提出するものとする。

　　（議員報酬）

第２６条　議員報酬の改正に当たっては、行財政改革の視点だけでなく、市政の現状と課

　題、将来の予測と展望及び市民の意見を参考にするものとする。この場合において、議

　員活動の評価等に関して市民の意見を聴取するため、参考人制度及び公聴会制度を活用

　するものとする。

２　議員報酬に関する条例の改正案は、法第７４条第１項の規定による市民の直接請求に

　よる場合及び市長が提出する場合を除き、明確な改正理由を付して法第１０９条第７項

　又は法第１１２条第１項の規定に基づき委員会又は議員が提出するものとする。

　　第１０章　最高規範性と見直し手続

　　（最高規範性）

第２７条　この条例は、市における議会運営の最高規範であり、この条例に違反する条例、

　議会の規則又は規程等は、これを制定してはならない。

２　議会は、議会に関する日本国憲法、法律及び他の法令等を順守し及び運用する場合に

　おいては、この条例に照らして判断しなければならない。

３　議会は、この条例を市民自治の趣旨にのっとり運用しなければならない。

　　（議会及び議員の責務）

第２８条　議員は、この条例に定める理念及び原則並びにこれらに基づいて制定される条

　例、規則及び規程等を順守して議会を運営し、もって市民を代表する合議制の機関とし

　て、市民に対する責任を果たさなければならない。

　　（検証）

第２９条　議会は、常に市民の意見及び社会情勢の変化等を勘案し、この条例の目的が達

　成されているかについて、検証するものとする。

　　（見直し手続）

第３０条　議会は、前条の規定による検証結果に基づき、この条例の改正を含む適切な措

　置を講じるものとする。

２　議会は、この条例を改正する場合は、全議員の賛同する改正案であっても、市民に改

　正理由及び背景を詳しく説明したのち、本会議に提案しなければならない。

　　（委任）

第３１条　この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、議会規則

　等で定める。

　　　附　則

　この条例は、平成２７年　７月　１日から施行する。

平成27年 開催のお知らせ

※ 一般質問内容など詳細につきましては後日、議会ホームページで公開いたします。

会期（予定）９月７日（月）～９月24日（木）
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公
開
の
状
況
に
つ
い
て

３　

請
願
・
陳
情
採
択
事
件
処
理
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

　
　
（
協
議
事
項
）

１　

大
田
原
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
規
程
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
議
会
広
報
紙 

「
お
お
た
わ
ら
市
議
会
だ
よ
り
」 

　
　

発
行
規
程
に
つ
い
て

　
　
　
5
月
12
日

　
　
（
報
告
事
項
）

１　

平
成
26
年
度
大
田
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　
　

に
つ
い
て

２　
「
平
成
27
年
度
大
田
原
市
の
家
計
簿
」に
つ
い
て

３　

平
成
26
年
度
市
営
バ
ス
全
路
線
及
び
デ
マ
ン
ド
交
通
の

　
　

年
間
利
用
者
及
び
収
入
状
況
に
つ
い
て

４　

品
川
台
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

５　

大
田
原
市
の
教
育
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て

６　

大
田
原
小
学
校
管
理
教
室
棟
増
改
築
事
業
に
つ
い
て

７　

紫
塚
小
学
校
管
理
特
別
教
室
棟
増
改
築
事
業
に
つ
い
て

８　
「
第
39
回
パ
リ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
派
遣
選
手
の
成
績
に

　
　

つ
い
て

９　
「
那
須
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
」の
開
催
に
つ
い
て

　
　

議
会
基
本
条
例（
案
）の
中
間
報
告
に
つ
い
て

　
　
（
協
議
事
項
）

１　

那
須
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
委
員

　
　

に
つ
い
て

　
　
　
5
月
26
日

　
　
（
協
議
事
項
）

１　

大
田
原
市
環
境
審
議
会
委
員
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
み
ど
り
の
倍
増
プ
ラ
ン
推
進
委
員
に
つ
い
て

３　

大
田
原
市
議
会
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て

　
　
　
６
月
８
日

　
　
（
協
議
事
項
）

１　

大
田
原
市
議
会
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て

２　

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

　
　

議
決
す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例（
案
）に
つ
い
て

総
務
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

民
生
常
任
委
員
会

建
設
産
業
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
基
本
条
例
策
定
等
検
討
委
員
会

議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
６
月
25
日

　
　
（
報
告
事
項
）

１　
「
那
須
地
区
に
お
け
る
災
害
時
応
急
対
策
活
動
の
協
力
に

　
　

関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会
事
業
（
健
康

　
　

セ
ミ
ナ
ー
他
）の
実
施
に
つ
い
て

３　

平
成
27
年
度
健
幸
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者

　
　

募
集
に
つ
い
て

４　
「
認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
」の
開
設
に
つ
い
て

５　

大
田
原
市
立
黒
羽
中
学
校
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
愛
称

　
　

に
つ
い
て

６　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

７　

民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

８　

建
設
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

９　

文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
の
報
告
に
つ
い
て

　　

大
田
原
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
総
会

　
　

報
告
に
つ
い
て

　
　
（
協
議
事
項
）

１　

議
会
基
本
条
例
に
関
わ
る
規
則
等
に
つ
い
て

２　

大
田
原
市
未
来
創
造
戦
略
推
進
会
議
委
員
の
推
薦
に

　
　

つ
い
て

３　

大
田
原
市
議
会
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
設
置
要
領
に

　
　

つ
い
て

　
　
　
６
月
22
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

　
　
　
６
月
22
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

　
　
　
６
月
23
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

　
　
　
６
月
23
日

１　

付
託
議
案
の
審
査

　
　
　
5
月
12
日

１　

平
成
27
年
６
月
定
例
会
に
係
る
議
案
書
の
取
り
扱
い

　
　

に
つ
い
て

　
　
　
5
月
26
日

１　

大
田
原
市
議
会
正
副
議
長
立
候
補
所
信
表
明
演
説
会

　
　

実
施
要
綱
に
つ
い
て

２　

請
願
者
・
陳
情
者
の
委
員
会
に
お
け
る
意
見
陳
述
に

　
　

つ
い
て

３　

議
員
に
よ
る
事
業
評
価
に
つ
い
て

４　

議
案
書
等
の
差
し
替
え
期
限
に
つ
い
て

５　

一
般
質
問
で
使
用
す
る
パ
ネ
ル
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

６　

本
会
議
で
の
質
疑
に
つ
い
て

７　

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
の
活
用
に
つ
い
て

８　

請
願
書
・
陳
情
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
６
月
８
日

１　

平
成
27
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て

　
　
　
６
月
25
日

１　

議
員
案
に
つ
い
て

　
　
　
５
月
８
日

１　

議
会
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て

　
　
　
5
月
29
日

１　

議
会
基
本
条
例（
案
）に
つ
い
て

２　

議
会
基
本
条
例
に
関
連
す
る
規
則
等
に
つ
い
て

10

10

　
　
　
４
月
９
日

１　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

　
　
　
６
月
18
日

１　

議
会
だ
よ
り
の
協
議

　
　
　
６
月
25
日

１　

議
会
だ
よ
り
の
協
議

平成27年 8月1日 (16)おおたわら市 議会だより



議
会
日
誌

議
会
日
誌

議
会
日
誌

20
日 

○
建
設
産
業
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
大
分
県
臼
杵
市
、
大
分
県
日
田
市
、

　

福
岡
県
糸
島
市
22
日
ま
で
）

21
日 

○
川
西
市
議
会
行
政
視
察
受
入

25
日 

○
栃
木
県
市
議
会
議
長
会
議（ 

26
日　

　

ま
で
）

26
日 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

27
日 

○
関
東
市
議
会
議
長
会
議（ 

28
日
ま
で
）

29
日 

○
議
会
基
本
条
例
策
定
等
検
討
委
員
会

　
　

 

○
県
北
５
市
議
長
会
議

8
日 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

15
日 

○
平
成
27
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会 

　

招
集（
本
会
議
）

17
日 

○
本
会
議（
一
般
質
問
）

18
日 

○
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　

 

○
広
報
広
聴
委
員
会

22
日 

○
総
務
常
任
委
員
会

　
　

 

○
民
生
常
任
委
員
会

23
日 

○
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
　

 

○
文
教
常
任
委
員
会

25
日 

○
本
会
議（
議
決
）

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

　
　

 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
広
報
広
聴
委
員
会

　
9
日 

○
広
報
広
聴
委
員
会

14
日 

○
全
員
協
議
会

28
日 

○
二
戸
市
議
会
行
政
視
察
受
入

8
日 

○
議
会
基
本
条
例
策
定
等
検
討
委
員
会

12
日 

○
全
員
協
議
会

　
　

 

○
議
会
運
営
委
員
会

13
日 

○
唐
津
市
議
会
行
政
視
察
受
入

15
日 

○
那
須
市
町
村
議
会
議
長
会
総
会

18
日 

○
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
岡
山
県
備
前
市
、
愛
知
県
一
宮
市
、

　

静
岡
県
焼
津
市
20
日
ま
で
）

18
日 

○
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
埼
玉
県
上
尾
市
、
兵
庫
県
小
野
市
、

　

奈
良
県
奈
良
市
20
日
ま
で
）

20
日 
○
民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　
（
東
京
都
台
東
区
、
沖
縄
県
沖
縄
市
、

　

沖
縄
県
読
谷
村
、
沖
縄
県
那
覇
市

　

22
日
ま
で
）

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

（
委
員
会
審
査
状
況
）

《
陳
情
第
5
号
》

　
「
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
以
下
学
級
の
前
進
」を

　

求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
請
願
の
趣
旨
）

◯
国
の
責
任
で
、小
学
校
3
年
生
以
降
の
35
人
以
下

　

学
級
を
計
画
的
に
前
進
さ
せ
る
意
見
書
の
提
出

　

を
求
め
る
も
の

◯
35
人
以
下
学
級
実
現
の
た
め
、標
準
法
を
改
正
し

　

て
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
立
て
る
意
見
書
の

　

提
出
を
求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、本
市
は
、大
規
模
校
か
ら
小
規
模
校

ま
で
、児
童
生
徒
の
人
数
は
地
域
に
よ
り
差
が
あ
り

ま
す
。本
市
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、教
職

員
定
数
改
善
計
画
に
つ
い
て
も
調
査
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
か
ら
本
委
員
会
で
は
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
陳
情
第
６
号
》

　

特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」策
定
を
国
に

　

求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
請
願
の
趣
旨
）

◯
特
別
支
援
学
校
の「
設
置
基
準
」を
策
定
す
る

　

こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に
意
見
書
の
提
出
を

　

求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、本
市
に
施
設
が
な
い
た
め
、施
設
の

運
営
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
不
明
な
点

が
あ
り
、現
地
調
査
を
し
な
い
と
結
論
が
出
せ
な
い

た
め
、近
隣
の
施
設
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と

か
ら
本
委
員
会
で
は
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

《
陳
情
第
７
号
》

　

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て「
高
校
無
償
化
」を

　

復
活
し
、給
付
制
奨
学
金
の
確
立
を
求
め
る
陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
）

◯「
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
」へ
の
所
得
制
限
を

　

や
め
て「
高
校
無
償
化
」を
復
活
さ
せ
る
意
見
書

　

の
提
出
を
求
め
る
も
の

◯「
奨
学
給
付
金
」を
拡
充
し
て
、高
校
生
へ
の
給
付

　

制
奨
学
金
を
確
立
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

　

る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
現
行
制
度
は
、教
育

に
係
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、教
育
の
実
質

的
な
機
会
均
衡
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、採
決
で

は
全
会
一
致
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

《
陳
情
第
８
号
》

　
「
大
学
生
へ
の
給
付
制
奨
学
金
創
設
」を
求
め
る

　

陳
情

（
平
成
27
年
５
月
提
出
）

（
提
出
者
）

　

宇
都
宮
市
兵
庫
塚
3
‐
10
‐
30

　

全
栃
木
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

篠
原　

章
彦

（
陳
情
の
趣
旨
）

◯
大
学
生
に
対
す
る「
給
付
制
奨
学
金
」制
度
を

　

つ
く
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
を
国
に
提
出
を

　

求
め
る
も
の

（
文
教
常
任
委
員
会
審
査
の
内
容
・
結
果
）

　

審
査
で
は
、経
済
情
勢
の
低
迷
か
ら
、貧
困
家
庭

で
は
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
も
現
実
的
に
あ
り
、給
付

制
奨
学
金
の
制
度
に
つ
い
て
調
査
し
な
け
れ
ば
判

断
で
き
な
い
こ
と
か
ら
本
委
員
会
で
は
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月

５
月

６
月
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一
　
岡
山
県
備
前
市

「
定
住
自
立
圏
構
想
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
」

　

定
住
自
立
圏
構
想
の
実
施
に

当
た
り
、
中
心
市
を
備
前
市
が
、

周
辺
市
で
あ
る
赤
穂
市
が
事
務

局
を
担
当
し
事
務
負
担
の
分
散

化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第

一
期
で
問
題
視
さ
れ
た
、
費
用

対
効
果
の
面
で
の
反
省
を
踏
ま

え
、
第
二
期
で
は
、
選
択
と
集

中
を
意
識
し
た
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
る
。

二
　
愛
知
県
一
宮
市

「
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
」

　

新
庁
舎
の
基
本
理
念
と
し
て
、

「
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
庁
舎
」、

「
便
利
で
分
か
り
や
す
い
庁
舎
」、

「
市
民
に
開
か
れ
た
庁
舎
」、「
安

全
・
安
心
な
庁
舎
」と
な
っ
て
お

り
、
具
体
的
に
は
、
低
層
階
で

の
総
合
窓
口
化
、
防
災
会
議
室

の
常
設
化
、
執
務
空
間
の
オ
ー

プ
ン
化
等
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一宮市役所にて

那覇市役所にて

三
　
静
岡
県
焼
津
市

「
全
職
員
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
配
付
に
つ
い
て
」

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用
に
よ

り
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

で
の
コ
ス
ト
削
減
を
は
じ
め
、

外
国
人
へ
の
通
訳
の
実
施
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
、
災
害
時

や
工
事
現
場
の
状
況
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
送
信
等
に
威
力
を
発
揮

し
て
い
る
。

一
　
東
京
都
台
東
区

「
こ
ど
も
環
境
委
員
会
に

つ
い
て
」

　

小
学
校
高
学
年
を
対
象
と
し

た
講
座
で
、
単
な
る
対
処
療
法

的
な
学
習
で
は
な
く
、
問
題
の

本
質
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

通
し
て
理
解
さ
せ
、
環
境
へ
の

意
識
の
変
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二
　
沖
縄
県
沖
縄
市

「
こ
ど
も
の
ま
ち
推
進
に

つ
い
て
」

　

平
成
１７
年
国
勢
調
査
で
15
歳

未
満
の
人
口
の
割
合
が
全
国
一

高
く
、
平
成
20
年
度
に「
こ
ど
も

の
ま
ち
」を
宣
言
し
、
未
来
に

可
能
性
を
秘
め
た
こ
ど
も
た
ち

の
表
現
活
動
を
育
む
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

三
　
沖
縄
県
読
谷
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
よ
み
た
ん
そ
ん
）

「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

範
囲
に
つ
い
て
」

　

最
大
距
離
は
、
鹿
児
島
県
に

属
し
て
い
る
徳
之
島
、
約
２
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
２
時
間
で
、

出
動
す
る
場
合
は
、
離
島
の
病

院
等
か
ら
の
要
請
が
多
く
、
ド

ク
タ
ー
が
、
患
者
等
の
状
態
を

確
認
す
る
な
ど
、
連
携
が
図
ら

れ
て
い
る
。

四
　
沖
縄
県
那
覇
市

「
病
児
・
病
後
児
保
育
に

つ
い
て
」

　

病
気
の
回
復
期
に
乳
幼
児
を

一
時
的
に
預
か
る
事
業
を
、
民

間
の
病
院
が
自
主
事
業
と
し
て

始
め
、
そ
の
後
、
那
覇
市
内
３

カ
所
へ
業
務
を
委
託
し
事
業

を
開
始
し
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会5

月
18
日
〜
20
日（
所
管
事
項
調
査
）

民
生
常
任
委
員
会5

月
20
日
〜
22
日（
所
管
事
項
調
査
）

各常任委員会行政視察報告各常任委員会行政視察報告各常任委員会行政視察報告
　５月１８日から２２日にかけて、総務、民生、建設産業、文教の４常任委員会が、それぞれ行政

視察を行ってまいりました。各常任委員会の報告は以下のとおりです。
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一
　
大
分
県
臼
杵
市

「
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
」

　

同
施
設
で
は
完
熟
堆
肥
を
人

工
的
に
製
造
し
、
良
質
な
堆
肥

を
活
用
し
、「
ほ
ん
ま
も
ん
農
産

物
」事
業
に
取
り
組
み
、
ブ
ラ
ン

ド
化
の
推
進
を
行
う
な
ど
、
農

業
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

堆
肥
材
料
に
は
草
木
類
や
豚
糞

を
使
い
、
６
カ
月
か
け
て
完
熟

さ
せ
、
１
年
あ
た
り
３
０
０
０

ト
ン
以
上
の
完
熟
堆
肥
を
製
造

す
る
能
力
が
あ
る
。

二
　
大
分
県
日
田
市

「
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
化
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
」

　

日
田
市
で
は
、
生
ご
み
や
豚

糞
尿
な
ど
の
有
機
物
を
メ
タ
ン

発
酵
処
理
し
、
発
電
、
液
肥
及

び
堆
肥
の
生
産
を
行
い
、
堆
肥

は
市
民
に
安
価
で
販
売
し
て
い

る
。
一
日
当
た
り
の
処
理
能
力

は
80
ト
ン
、
発
電
能
力
は
３
４
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
液
肥
は
年
間

３
３
０
ト
ン
、
堆
肥
は
年
間

３
０
０
ト
ン
生
産
し
て
い
る
。

臼杵市土づくりセンターにて

埼玉県立武道館前にて

三
　
福
岡
県
糸
島
市

「
竹
林
整
備
促
進
事
業
に

つ
い
て
」

　

糸
島
市
で
は
、
市
内
に
お
い
て

伐
採
さ
れ
た
竹
を
、
１
ト
ン
当
た

り
５
０
０
０
円
で
買
い
取
り
、
加

え
て
３
０
０
０
円
の
糸
島
市
商
工

会
商
品
券
を
交
付
し
て
い
る
。
竹

は
粉
砕
、
加
工
後
に
道
路
の
り
面

保
護
材
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
の
り

面
の
緑
化
、
自
然
環
境
の
保
持
に

役
立
っ
て
い
る
。

一
　
埼
玉
県
上
尾
市

「
弓
道
場
に
つ
い
て
」

　

埼
玉
県
立
武
道
館
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
施
設

で
、
主
道
場
の
ほ
か
６
つ
の
道

場
が
整
備
さ
れ
、
弓
道
場
に
つ

い
て
は
、
近
的
弓
道
場
が
12
人

立
、
遠
的
弓
道
場
が
10
人
立
の

近
代
的
な
設
備
が
整
っ
て
い
た
。

ま
た
、
本
市
は
那
須
与
一
公
の

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
新
し
い

弓
道
場
建
設
が
望
ま
れ
る
。

二
　
兵
庫
県
小
野
市

「
小
中
連
携
教
育
の
推
進
に

つ
い
て
」

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
に
進
学

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
環

境
で
の
学
習
や
生
活
へ
移
行
す

る
た
め
、
不
登
校
等
の
生
徒
指

導
上
の
諸
問
題
に
つ
な
が
っ
て

い
く
事
態
等（
い
わ
ゆ
る
中
1

ギ
ャ
ッ
プ
）に
直
面
し
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
の
接
続
を
円
滑

化
す
る
た
め
、
小
学
生
の
中
学

校
進
学
に
対
す
る
不
安
感
を

軽
減
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

三
　
奈
良
県
奈
良
市

「
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」

　

義
務
教
育
の
9
年
間
で
学
習

内
容
の
系
統
性
を
重
視
し
、
義

務
教
育
の
目
的
、
目
標
と
し
て

い
る
資
質
、
能
力
、
態
度
等
を

よ
り
よ
く
養
え
る
よ
う
児
童
生

徒
を
育
て
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。

(19) 平成 27年 8月1日

建
設
産
業
常
任
委
員
会

5
月
20
日
〜
22
日（
所
管
事
項
調
査
）

文
教
常
任
委
員
会5

月
18
日
〜
20
日（
所
管
事
項
調
査
）
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質
問
通
告
者
と
質
問
事
項

質
問
通
告
者
と
質
問
事
項

質
問
通
告
者
と
質
問
事
項

質
問
通
告
者
と
質
問
事
項

※
８
月
下
旬
頃
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

①　

花
瓶
山
の
環
境
保
全
及
び
周
辺

　
　

整
備
に
つ
い
て

②　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

③　

地
域
防
災
つ
い
て

④　

市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
等
の
熱

　
　

中
症
対
策
に
つ
い
て

①　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
及
び

　
　

本
市
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

②　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
大
田
原
市
子

　
　

育
て
支
援
券
の
流
通
促
進
に
つ

　
　

い
て

③　

本
市
に
お
け
る
担
い
手
へ
の
農

　
　

地
集
積
に
つ
い
て

①　

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
２
号

　
　

大
田
原
野
崎
線
に
つ
い
て

②　

道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て

③　

防
災
対
策
に
つ
い
て

①　

選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
に
つ
い

　
　

て

②　

小
中
学
校
の
英
語
力
ア
ッ
プ
に

　
　

つ
い
て

③　

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
活
動
推
進
と
支

　
　

援
に
つ
い
て

①　

小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ

　
　

ト
パ
ソ
コ
ン
の
取
り
組
み
に
つ

　
　

い
て

②　

学
習
障
害
等
支
援
事
業
の
取
り

　
　

組
み
に
つ
い
て

③　

防
災
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

　
　

て

①　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

②　

脳
科
学
に
基
づ
く
16
か
年
教
育

　
　

の
推
進
に
つ
い
て

③　

放
課
後
、休
日
、長
期
休
暇
等
に

　
　

お
け
る
教
育
・
文
化
及
び
ス

　
　

ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

④　

消
防
本
部
の
新
築
・
移
転
に
伴

　
　

う
消
防
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
に

　
　

つ
い
て

①　

農
業
行
政
に
つ
い
て

②　

地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

③　

小
児
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

①　

自
治
会
に
つ
い
て

②　

大
田
原
市
火
葬
場
に
つ
い
て

③　

集
中
豪
雨
対
策
に
つ
い
て

④　

病
児
保
育
に
つ
い
て

①　

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

①　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ
る
市
か

　
　

ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

②　

カ
ワ
ウ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

大
豆
生
田 

春
美 

議
員

菊
池 

久
光 
議
員

小
野
寺 

尚
武 

議
員

鈴
木 

央 

議
員

前
野 

良
三 

議
員

小
池 

利
雄 
議
員

中
川 

雅
之 

議
員

星 
雅
人 
議
員

滝
田 

一
郎 

議
員

髙
野 

礼
子 

議
員

大田原市ホームページ　　http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
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６
月
17
日
の
定
例
会
を
傍
聴
し
ま

し
た
。傍
聴
の
目
的
は
、知
人
の
市
議

会
議
員
の
質
問
す
る
雄
姿
を
一
目
見

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

議
会
棟
の
外
階
段
を
上
り
受
付
を

済
ま
し
議
場
に
入
る
と
、既
に
議
事

は
開
始
さ
れ
て
お
り
、一
問
一
答
方

式
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
市
長
及
び

市
執
行
部
の
答
弁
が
行
わ
れ
て
お

り
、静
寂
の
中
に
も
熱
の
こ
も
っ
た

議
論
が
傍
聴
席
に
響
い
て
き
ま
し
た
。

二
階
の
傍
聴
席
よ
り
議
場
を
覗
い
て

み
る
と
、市
長
及
び
市
執
行
部
並
び

に
議
員
の
皆
さ
ん
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

操
作
し
な
が
ら
質
問
や
答
弁
の
や
り

取
り
を
行
っ
て
お
り
、現
代
の
Ｉ
Ｔ

技
術
を
駆
使
し
議
事
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
て
い
る
様
に
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
受
付
時
に
頂
い
た
質
問
通
告

書
の
中
に
は
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

子
育
て
支
援
、
道
路
整
備
、
防
災
対

策
、農
業
行
政
、新
庁
舎
建
設
等
の
質

問
要
旨
が
記
載
さ
れ
お
り
、そ
れ
に

基
づ
き
各
々
の
議
員
が
30
分
の
持
ち

時
間
で
質
問
を
行
い
、そ
れ
に
対
し

て
市
長
や
市
執
行
部
が
答
弁
を
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。質
問
の
内
容
に

つ
い
て
は
、各
議
員
が
市
民
の
声
を

広
く
聞
き
入
れ
て
集
約
し
た
も
の
で

あ
り
、議
員
の
皆
さ
ん
に
は
頭
が
下

が
り
ま
す
。市
当
局
の
答
弁
内
容
に

つ
い
て
も
大
田
原
市
の
将
来
を
見
据

え
た
答
弁
と
な
っ
て
お
り
、今
後
を

期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
答
弁
書
作
成
に
あ
た
っ
て
は

各
部
門
の
係
長
ク
ラ
ス
が
主
力
と
な

り
、幅
広
く
情
報
を
収
集
し
て
作
成

し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。縁
の
下
の
力

持
ち
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
回
の
市

議
会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、市

長
及
び
市
執
行
部
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ん
が
、よ
り
良
い
大
田
原
に
す
る

ん
だ
と
い
う
意
欲
が
十
分
伝
わ
り
ま

し
た
。今
後
の
活
躍
を
ご
期
待
い
た

し
ま
す
。

佐久山

本多  房雄 さん

声


